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ガ

ラ

ス
問

屋

加

賀

屋

久

兵

衛

棚

橋

　
俘

一
、

緒

言

ピ
イ
ド
ロ

江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
江
戸

(東
京
)
日
本
橋
で
硝
子
ギ
ヤ
マ
ン
問
屋
を
営
ん
で
い
た
加
賀
屋
久
兵
衛
に

つ
い
て
、
以
前

ω

簡
単

に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
折
は
紙
幅
の
都
合
で
十
分
に
意
を
尽
せ
な
か
っ
た
上
に
、
資
料
の
不
足
も
原
因
し
て
、
今
考
え
る

と
そ

の
記
述
の
中
に
や
や
不
適
当
な
表
現
の
あ

っ
た
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

本
稿
で
は
こ
う
し
た
誤
り
を
正
す
と
共
に
、
「
日
本
近
世

窯
業
史
」
に
み
ら
れ
る
加
賀
屋
久
兵
衛
に
つ
い
て
の
記
述
を
再
検
討
し
、
併
せ
て
そ
の
後
見
出
し
得
た
資
料
を
参
考
に
私
見
を
述
べ
る
こ
と
に

す
る
。

(本
稿
で
は
人
名
、
書
名
お
よ
び
引
用
文
中

の
旧
字
体
を
適
宜
新
字
体
に
改
め
た
。
)

註
ω

棚
橋
淳
二

「
日
本
の
ガ
ラ
ス

(引
札
1
)」
(「
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
」
第
七
巻
第
三
号
、
窯
業
協
会
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
)、

一
九
四
頁
。

一25一

二
、

『
日
本
近
世
窯
業
史
』
所
載

の
加
賀
屋
久
兵
衛
関
係
記
事

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
第
四
編

「
硝
子
工
業
」
は
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
、
大
正
時
代
の
ガ
ラ
ス
工
業
に
つ
い
て
の
詳
細
を
知
る
に
は
必

見
の
書
で
あ
ろ
。
し
か
し
平
野
耕
輔
他
八
名
が
大
日
本
窯
業
協
会
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
、
文
献
、
文
書
、
口
碑
等
を
も
と
に
こ
の
書
の
稿
を
起

 こ
し
た
の
瑛

既
に
明
治
四
+
年
で
あ
っ
た
た
め
騙

江
戸
時
袋

期
は
勿
論
・
明
治
時
代
初
期
に
つ
い
て
も
+
分
な
資
料
塞

つ
い
て
そ
の



記
述

が
な
さ
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
節
が
あ
る
。
そ
の
上
、
明
治
四
十
四
年
に

一
旦
脱
稿
し
た
原
稿
を
倉
橋
藤
治
郎

が
主
と
な

っ
て
大
正
四
年

七
月
か
ら
五
年
五
月
に
か
け
て
修
補
改
稿
し
た
際
に
、
か
え

っ
て
不
正
確
な
表
現
に
変
え
て
し
ま

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
い
た
く
な
る
箇
所

さ
え
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
加
賀
屋
久
兵
衛
に
つ
い
て
の
従
来

の
論
述
は
二
、
三
の
例
外
を
除
き
、
他
に
拠
る
べ
き
典

籍
の
な
い
ま
ま
、
直
接
あ
る
い
は
間
接
に
こ
の
書
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
て

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
か
ら
加
賀
屋
久
兵
衛
に
関
す
る
記
述
を
適
当
に
要
約
し
て
示
す
こ
と
は
簡
単
で
あ
る
が
、
要
約
に
際
し
て
筆
者

図

の
主
観
や
見
解
が
加
わ
ら
な
い
と
ば
い
え
ず
、
こ
こ
で
は

一
先
ず
原
文
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。
な
お
各
段
の
前
の

〔

〕
付
見
出
し
、
即
ち

〔
第

一
の
段
〕
か
ら

〔
第
六
の
段
〕
は
引
用
文
検
討

の
た
め
便
宜
上
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔
第

一
の
段
〕

江
戸
に
あ
り
て
は
硝
子
製
造
業
者

の
祖
先
と
呼
ば
る

・
者
に
二
派
あ
り
。

一
を
加
賀
久
と
云
ひ
、
他
を
上
総
屋
と
称
す
。
前
者
は
始
め
主

と
し
て
眼
鏡
を
製
作
し
、
後
に
至
り
医
療
用
硝
子
器
及
び
食
器
類

の
製
造
を
始
め
、
後
者
は
専
ら
箸
風
鈴
其
他
の
玩
弄
物
を
作
る
を
以
て
営

業
と
為
し
た
る
も
の
・
如
し
。

〔
第
二
の
段
〕

安
永
二
年
の
頃
加
賀
屋
某
な
る
者
あ
り
。
其
祖
先
は
加
賀
国
大
堺
村
よ
り
江
戸
に
出
で
、
商
舗
を
日
本
橋
通
塩
町
に
構

へ
、
金
属
製
丸
鏡

及
び
紐
付
眼
鏡
等

の
製
造
販
売
を
以
て
業
と
せ
り
。
後
三
代
を
経
て
同
人
の
代
に
至
り
、
自
宅
の
傍
ら
な
る
物
置
を
工
場
に
充
て
、
初
め
て

ギ
ヤ
マ
ン
の
製
造
を
企
て
、
手
代
文
次
郎
な
る
者
を
し
て
其
の
監
督
た
ら
し
め
た
り
、
時
に
文
政
の
頃
な
り
き
。

文
次
郎
は
浅
草
花
川
戸
の

産
、
夙
に
加
賀
屋
に
奉
公
し
、
業
に
忠
実
な
り
し
為
め
更
に
斯
道
の
蕊
奥
を
研
め
ん
と
欲
し
、
当
時
硝
子
の
製
造

に
就
て
は
江
戸
よ
り
も
大

阪
は
遥
か
に
進
歩
せ
る
を
以
て
、
大
阪
に
下
り
て
自
ら
研
讃
せ
ん
こ
と
を
請
ひ
主
人
の
許
す
所
と
な
れ
り
。
依
て
大
阪
な
る
和
泉
屋
嘉
兵
衛

一26一



な
ろ
硝
子
製
造
業
者
の
許
に
赴
き
止
ま
る
こ
と
数
年
、
業
成
り
て
再
び
江
戸
に
帰
り
従
前
の
如
く
主
人
の
業
を
督
せ
り
。
文
次
郎
は
天
保
十

年

に
至
り
勤
労
の
功
を
賞
せ
ら
れ
、
主
家
よ
り
家
名
を
分
与
せ
ら
れ
し
か
ば
、
大
伝
馬
町
に
分
家
し
て
加
賀
屋
久
兵
衛
と
改
め
、
通
称
を
加

賀
久
と
呼
べ
り
。

〔
第
三
の
段
〕

久
兵
衛
は
単
に
眼
鏡
の
製
作
の
み
を
為
し
た
る
に
は
あ
ら
ざ
る
が
如
し
と
錐
も
、
其
詳
か
な
る
こ
と
は
知
る
能
は
ず
。
た

.
彼
れ
は
天
保

五
年
中
に
於
て
、
金
剛
砂
を
使
用
し
て
硝
子
面
に
彫
刻
を
施
す
こ
と
を
工
夫
し
た
り
と
伝

へ
ら
る
。
是
れ
即
ち
今

い
ふ
処
の
切
子
細
工
な
り
。

其
後
嘉
永
安
政

の
頃
に
至
り
、
蘭
学
の
盛
行
と
共
に
我
硝
子
工
業
界
に

一
大
事
蹟
を
遺
す
の
動
機
を
作
れ
り
。
当
時
伊
東
玄
朴
、
杉
田
隆
慶
、

大
槻
貢
作
等

の
蘭
医
は
、
屡
々
久
兵
衛
を
呼
び
て
、
寒
暖
計
、
ホ
ク
ト
メ
ー
タ
ー
等
の
製
造
に
関
す
る
智
識
を
伝
授

せ
り
、
医
療
用
の
硝
子

器

は
愛
に
始
め
て
内
地
製
造
の
端
を
開
か
れ
た
る
も
の
と
思
は
る
。
又
佐
久
間
象
山
は
強
度

の
薬
品
を
入
る

・
も
故
障
を
生
ぜ
ざ
る
硬
硝
子

と
称
す
る
も

の
、
即
ち
原
料
中
に
瑚
砂
を
和
合
す
る
の
術
を
授
け
た
り
。
嘉
永
六
年
に
は
北
米
合
衆
国

の
水
師
提
督

ペ
ル
リ
軍
艦
汽
船
を
率

ゐ
て
浦
賀
に
来
る
や
、
久
兵
衛
は
硝
子
罎
の
製
造
を
引
受
け
た
る
を
以
て
、
罎
に
切
子
を
施
し
て
納
入
し
た
る
に
、
未
開
の
日
本
に
斯
の
如

き
製
品
あ
る
に
驚
き

ペ
ル
リ
よ
り
大
に
其
技
を
賞
せ
ら
れ
た
る
こ
と
あ
り
と
言
ふ
。

〔第
四
の
段
〕

更
に

一
方

の
祖
と
せ
ら
る

・
上
総
屋
は
名
を
留
三
郎
と
称
し
、
工
場
を
浅
草
南
元
町
に
置
き
、
箸
風
鈴
類
を
製
造

販
売
す
る
を
以
て
業
と

せ
り
。
当
時
硝
子
工
業
は
肥
前
長
崎
に
於
て
盛
大
な
り
と
聞
き
、
彼
れ
は
文
政
十

一
年
瓢
然
都
門
を
去
り
て
同
地

に
赴
け
り
。
技
術
を
練
磨

す
る
こ
と
数
年
、
天
保
五
年
江
戸
に
帰
り
、
従
来
の
如
く
風
鈴
及
び
管
の
製
造
を
為
す
の
外
、
生
地
類
を
も
兼
業
と

し
て
製
造
販
売
す
る
に

至
れ
り
。
安
政
年
中
蘭
医
川
本
幸
民
の
門
人
某
よ
り
蒸
鯉
器
附
属
の
レ
ト
ル
ト
を
製
造
す
る
こ
と
を
托
せ
ら
れ
其
依
頼
を
完
ふ
し
た
り
と
云
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ふ
。
蓋
し
是
れ
本
邦
製
レ
ト
ル
ト
の
最
初
の
も
の
な
ら
ん
。

〔第
五
の
段
〕

文
政

の
頃
本
所
両
国
に
於
て
硝
子
製
の
燈
籠
、
蘭
船
模
型
、
讃
岐
象
頭
山
の
風
景
等
を
陳
列
し
て
観
覧
に
供
し
、
当
時

の
人
目
を
驚
か
し

た
る
こ
と
あ
り
。
是
等
の
製
品
は
何
人

の
手
に
依
て
作
ら
れ
た
り
や
、
ま
た
江
戸
に
於
て
作
ら
れ
し
も
の
な
り
や
将
た
大
阪
長
崎
辺
に
て
製

せ
ら
れ
し
か
を
知
る
に
由
な
し
と
酢
も
、
硝
子
製
品
の
世
に
珍
重
せ
ら
れ
し
こ
と
は
推
察
す
ろ
を
得
べ
し
。
而
し
て
江
戸
に
あ
り
て
、
硝
子

を
以
て
管
の
如
き
風
鈴

の
如
き
、
井
に
俗
に
ポ
カ
ン
関
西
に
て
ポ
ペ
ン
と
呼
び
た
る
玩
具
類
を
製
造
販
売
す
る
工
人
は
諸
処
に
之
あ
り
し
と

錐
も
、
是
等
は
皆
俗
に

「
餅
種
」
と
称
せ
ら
る

・
硝
子
生
地
を
原
料
商
即
ち
当
時
俗
唱
の
種
屋
よ
り
購
ひ
来
り
再
び
之
を
溶
融
加
工
し
た
る

も

の
に
過
ぎ
ざ
り
き
。
其
生
地
を
自
ら
製
造
し
、
之
を
加
工
し
、
管
及
び
風
鈴
の
外
、
各
種
の
硝
子
器
具
を
製
作
し
た
る
者
と
し
て
は
、
上

総

屋
及
び
加
賀
久
を
除
い
て
は
、
他
に
是
れ
あ
ら
ざ
り
し
も
の
・
如
し
。
其
後
徳
川
幕
府
よ
り
留
三
郎
及
び
久
兵
衛
の
両
人
に
対
し
、
水
戸

藩

の
建
造
に
係
る
軍
艦
附
属
の
硝
子
を
上
納
す
ろ
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
れ
ば
、
両
人

の
工
場
に
於
て
其
命
を
全
ふ
せ
り
と
云
ふ
。
此
軍
艦
附

属

の
硝
子
と
は
窓
に
用
ひ
た
る
硝
子
な
ら
ん
と
の
説
も
あ
り
。

〔
第
六
の
段
〕

加
賀
屋
久
兵
衛
姓
は
皆
川
、
明
治
七
年
高
令
を
以
て
逝
く
。
其
子
熊
崎
安
太
郎
、
弟
子
井
野
磯
蔵
、
沢
定
次
郎

等
皆
斯
業
を
継
ぐ
。
上
総

屋
留
三
郎
ば
姓
を
在
原
と
云
ひ
、
祖
先
創
業

の
地
た
る
浅
草
南
元
町
に
居
を
構
え
製
堤
業
を
営
み
、
三
代
相
伝
へ
現
時

の
在
原
留
三
郎
に
至

れ
り
。
又
浅
草
総
泉
寺
門
前
に
も
福
田
八
十
二
と
云
ふ
者
あ
り
、
稗
笄
等
を
専
ら
製
造
し
両
野
地
方

へ
盛
に
販
売

せ
り
。

第

一
の
段
に
ば
、
江
戸
で
ガ
ラ
ス
製
造
業
者
の
祖
先
と
呼
ば
れ
る
者
は
加
賀
久
と
上
総
屋
の
二
派
で
あ

っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
第
五

の
段

に
は
ガ
ラ
ス
生
地
を
原
料
商
か
ら
購
入
し
て
器
物
を
製
作
す
る
業
者
は
諸
処
に
い
た
が
、
生
地
を
も
製
造
す
る
者
は
上
記
の
加
賀
久
、
上

一28-・



総
屋

以
外
に
い
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
述
が
如
何
な
る
根
拠
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
の
か
現
在
の
と
こ
ろ

個

明
ら
か
で
な
い
。
と
こ
ろ
で
文
政
七
年

(
一
八
二
四
)
刊
行

の

「
江
戸
買
物
独
案
内
」
に
は
既
に
数
名
の
ガ
ラ
ス
業
者
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
そ

の
中
に
加
賀
久
、
上
総
屋
の
名
が
見
ら
れ
な
い
の
は
、
両
者

の
創
業
が
遅
か

っ
た
為
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
文
政

(
一
八
一
八
1

「
八
三
〇
)
か
ら

㈱

天
保

(
一
八
三
〇
ー
一
八
四
四
)
初
期
に
か
け
て
の
ガ
ラ
ス
製
法
や
ガ
ラ
ス
業
者

の
状
況
を
記
し
た

「
和
硝
子
製
作
編
附
録
」

「
金
剛
硝
子
製
造

㈲
法
」
に
は
、
小
山
弥
兵
衛
の
名
は
特
筆
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
両
者
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
文
政
の
頃
の
著
名
な
業
者
を

無
視
し
、
加
賀
久
、
上
総
屋
の
両
者
の
み
を
特
記
し
て
い
る

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
の
記
述
は
、
必
ず
し
も
公
正
な
も

の
と
は
い
い
得
な
い
で

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
記
述
が
な
さ
れ
た

一
因
は
、
こ
の
書
の
編
ま
れ
た
明
治
時
代
後
期
に
は
未
だ
江
戸
時
代

の
ガ
ラ
ス
製
造
史
の
研
究
が
ぽ

と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
他
の

一
因
は
明
治
時
代
以
降
こ
の
両
者
が
、

一
方

の
加
賀
屋
は
そ
の
流
れ
を

㈲

引
く
加
賀
屋
号
の
者
を
多
数
排
出
さ
せ
、
し
か
も
三
代
続
い
た
業
者
で
あ

っ
た
た
め
に
、
ま
た
他
方
の
上
総
屋
も
第

六
の
殺
に
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に

「
三
代
相
伝

へ
現
時
の
在
原
留
三
郎
に
至
」

っ
た
業
者
で
あ

っ
た
た
め
に
、
共
に
業
界
の
老
舗
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
る

と

い
え
よ
う
。
そ
の
結
果
こ
の
両
者
の
み
が
過
去
に
遡

っ
て
殊
更
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

第

二
の
段
に
は
人
名
、
地
名
な
ど
が
比
較
的
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
何
ら
か
の
資
料
、
恐
ら
く
は
文
次
郎
に
係
わ
る
資
料
を

も
と
に
こ
の
段
が
記
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
年
代
、
地
名
な
ど
の
記
述
に
多
少
の
疑
念
を
起
こ
さ
せ
る
箇
所
も

あ
る
が
、
文
次
郎
に
関
す
る
記
述
内
容
は
概
ね
正
し
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
さ
て
、
こ
の
段
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
加
賀

屋

の
祖
先

(本
稿
で
は
こ
れ
を
初
代
と
す
る
)
が
加
賀
国
大
堺
村
か
ら
江
戸
に
出
て
日
本
橋
通
塩
町
に
店
を
構
え
、
金
属
製
丸
鏡
や
紐
付
眼
鏡

な
ど
を
製
造
販
売
し
、
後

(
二
代
目
、
三
代
目
、
四
代
目
と
)
三
代
を
経
て
、
安
永
二
年

(
一
七
七
三
)
の
頃
、
加
賀
屋
某

(五
代
目
)

の
代
に

な
り
、
文
政
の
頃
、
自
宅

(通
塩
町
の
店
か
)

の
傍

の
物
置
を
工
場
と
し
、
初
め
て
ギ
ヤ
マ
ン
の
製
造
を
企
て
、
手
代
文
次
郎
を
監
督
に
し
た
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と

い
う
。
と
こ
ろ
で

「
安
永
二
年

の
頃
加
賀
屋
某
な
る
者
あ
り
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
安
永
二
年
頃
こ
の
某
な
る
者

は
既
に
加
賀
屋
と
い
う
屋

号
を
名
乗

っ
て
い
た
こ
と
、
即
ち
五
代
目
と
し
て
店
を
継
い
で
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
し
た
が

っ
て
ギ
ヤ
マ
ン
製
造
開
始
が
文
政
十

一
年

例

(
一
八
二
八
)
で
あ

っ
た
と
す
る
と
、
安
永
二
年
か
ら
は
五
十
五
年
の
歳
月
を
経
て
お
り
、
普
通
な
ら
隠
居
し
て
六
代

目
に
店
を
譲

っ
て
い
る
頃

で
あ
ろ
う
。
さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
段
は
恐
ら
く
文
次
郎
側
の
資
料
を
も
と
に
記
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
、
本
家

の
何
代
目
が
何
時
頃

の
人
か
と
い
っ
た
細
か
い
点
に
つ
い
て
は
正
確
さ
を
欠
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
の
段
の
冒
頭
の
久
兵
衛
が
、
第

二
の
段
の
末
尾
の
加
賀
久

(も
と
文
次
郎
)

の
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
加
賀
久
は
第
二
の
段
に
記
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
大
坂
の
和
泉
屋
嘉
兵
衛
の
許
で
ガ
ラ
ス
の
製
造
を
修
業
し
、
ま
た
第

一
の
段
に
あ
る
よ
う
に

「
江
戸
に
あ
り
て
は
硝
子
製
造
業

者

の
祖
先
と
呼
ば
る

・
者
」

の
は
ず
で
、
「
単
に
眼
鏡
の
製
作
の
み
を
為
し
た
る
に
は
あ
ら
ざ
る
が
如
し
と
錐
も
、

其
詳
か
な
る
こ
と
は
知
る

能
は
ず
」
と
は
、
あ
ま
り
に
も
奇
異
な
表
現
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の
段

の
冒
頭
の
久
兵
衛
は
主
家
の
久
兵
衛
と
判
断
す
る
の
が
穏
当
で

あ
る
が
、
後
に
続
く
久
兵
衛
の
か
な
り

「
詳
か
な
」
事
績
と
の
関
係
が
や
は
り
不
自
然
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
か
ら

「
日
本
近
世
窯
業
史
」

の

記
述
に
混
乱
が
現
わ
れ
始
め
て
い
る
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
。

さ

て

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
か
ら
の
上
記
引
用
文
で
み
る
限
り
、
主
家
の
加
賀
屋
某
と
分
家
の
文
次
郎
改
め
加
賀

屋
久
兵
衛
(通
称
加
賀
久
)

と
は
、
文
面

の
上
で
確
か
に
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
筆
者
に
は
詳
し
い
事
情
を
知
ら
ぬ
執
筆
者
が
、
主
家
と
分
家
の
二
人
の
久
兵
衛
お
よ

び
そ

の
後
継
者
を
そ
れ
ぞ
れ

一
人
に
ま
と
め
て
し
ま

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
六
の
段
の

「
加
賀
屋
久
兵
衛
姓
は
皆
川
、
明

治

七
年
高
令
を
以
て
逝
く
。

其
子
熊
崎
安
太
郎
、

弟
子
井
野
磯
蔵
、

沢
定
次
郎
等
皆
斯
業
を
継
ぐ
」

と
い
う
記
事
か
ら
も
窺
わ
れ
る
で
あ
ろ

8ー

う
。
な
ぜ
な
ら
ば
皆
川
姓
の
加
賀
屋
久
兵
衛
に
は
本
町
四
丁
目
在
住

の
二
代
目
皆
川
久
兵
衛
が
お
窯

「
其
子
」

と
い
う
場
合
、
ま
ず
二
代
目

久
兵
衛
に
触
れ
る
べ
き
で
あ

っ
て
、
仮
り
に
実
子
で
あ

っ
た
に
せ
よ
通
塩
町
に
店
舗
を
構
え
る
加
賀
屋
久
兵
衛
の
跡
を
継

い
だ
加
賀
屋
熊
崎
安
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太
郎

に
の
み
言
及
す
る
の
は
理
に
添
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

註
(3}{2)11}{生)〔5}(71 〔6}

大
日
本
窯
業
協
会

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
第

四
編

「
硝
子
工
業
」
(
大
日
本
窯
業
協
会
、
大
正

六
年
、
昭
和

四
十

一
年
復
刻
)
、
緒
言
。

大

日
本
窯
業
協
会
、
前
掲
書
、

七
-
九
頁
。

中
川

五
郎
左
衛
門

「
江
戸
買
物
独
案
内
」
版
本
、
文
政
七
年
、
八
ウ
、
三
百

二
十
九
ウ
、

四
百

二
十
九
ウ
、
四
百
五
十

五
ウ
ー
四
百
五
十

六
オ
。
国
立
国

会
図
書

館
蔵

〔
旨
ω
1
b。
鵠
∪
。

花
井

一
好

「
和
硝
子
製
作
編
附
録
」
稿
本
、
文
政
十
三
年
附
言

(
平
井
保

正
編

「
草

思
叢
録
」
巻

三
十
五
)
、
八

ウ

(本
文
)
。
前

田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
。

花
井

一
好

「
金
剛
硝
子
製
造
法
」
写
本
、
天
保

三
年
附
言

(「
破
理
精
工
全
書
」

の
内
)
、
十

六
オ
ー
十
六
ウ

(
本
文
)
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵

〔
目

旨
1

巴

。

佐

々
木
源
蔵

「
随
筆
が
ら
す
や
む
か
し
語
」

(佐

々
木
硝
子
株
式
会
社
、
昭
和

三
十
年
)
、

=

九
-

一
二
〇
頁
、

一
三
〇
頁
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務

局

「
明
治
+
年
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
解
説
」
明
治
十

一
年
序
、
第
二
区
第

=

1

一
八
類

の
内
、
第

一
六
類
、

五

一
頁
。
国
立
国

会
図
書
館
蔵

〔
煎
ミ
ー
㎝
。゚己

。
(教
育
博
物
館
本
)
。

同
頁
所
載

の
統
表
か
ら
熊
崎
安
太
郎

に
関
す
る
部

分
を
次
に
引
用
し
て
お
く
。

陽

名

　
府
県
名

冨

額

一
価

額

一
開
業
年
竺

工
陪

陣
名

一
出
品
人
名

一

一
水
銀
製
漿

螢

東
京
童

一辮

嘔
鶉

百
巴

文
政
士

年

芝
雑

趨

通
一熊
崎
案

埜

因
に
統
表
中
、
皆
川
久
兵
衛

の
開
業
年
暦
は
次
表

に
示
す
よ
う
に
空
欄

の
ま
ま
に
な

っ
て
い
る

(同
書
、
第

二
区
第

=
ハ
類
、

五
二
頁
)
。

寒

外暁

品計

*

物

名

一
府
県
名

一
製

額

】
価

】

額

開
業
年
暦

*
東
京
府

一31一



開
業
年
暦

工
名

地
名

出
品
人
名

{8〕

」
本
街
四
丁
目

一
皆
川
久
兵
衛

*
東
京
府

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

「
明
治
+
年
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録
」
明
治

十
年
例
言
、
勧

農
局
-
東
京
府
、
東

二
区
三
類
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
煎
嵩

l
O
°。
巴

(東
京
府
書
籍
館
本
)
。

農
商
務
省
博
覧
会
掛

「
明
治
+
四
年
第

二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
報
告
書
」
明
治
十
六
年
、
第

二
区
第

一
四
-

一
五
類

・
第

一
九
類
、

七

一
頁
。
国
立
国
会
図

書
館
蔵

〔
謡
-
一
H
O〕
。

同
頁
に
は
二
代
目
皆

川
久
兵
衛
に

つ
い
て

「
皆
川
久
兵
衛

ハ
其
父
嘗
テ
杉
田
成
卿

二
就

キ
テ
西
洋
ノ
器
械

ヲ
製

ス
ル
事

ヲ
学

ヒ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

初
代
と
二
代
は
血
縁
か
否
か
は
別
と
し
て
父
子
の
関
係
に
あ

っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

三
、

杉

江
重
誠

氏

の
所
論

加

賀
屋
製
作
の
引
札
は
そ
の
最
古
の
版
と
目
さ
れ
る
も
の

(以
下
初
版
と
い
う
)
が
岡
村
千
曳
氏
に
よ
っ
て
昭
和
十
四
年
に
初
め
て
世
に
示

　　

　

さ
れ
た
。
次
い
で
昭
和
二
十
九
年
に
明
治
時
代

の
版
が
岡
田
譲
氏
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
両
氏
共
こ
れ
ら
の
引
札
と

「
日
本
近

世
窯
業
史
」
に
み
ら
れ
る
加
賀
屋
に
関
す
る
事
績
の
記
述
と
を
対
応
さ
せ
て
論
ず
る
試
み
を
さ
れ
な
か

っ
た
。
そ
れ
は

「
日
本
近
世
窯
業
史
」

が
特
殊
な
本
で
、
大
抵
の
公
共
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も

「
発
行
後
、
年
経
る
に
従
い
散
逸
し
て
現
在
で
は
殆
ど
残
本
絶
滅

個

に
近
く
な

っ
た
物
」
で
あ

っ
た
た
め
、
こ
の
書
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
で
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
事
情

の
下

で
、
杉
江
重
誠
氏

(元
農
商
務
省
大
阪
工
業
試
験
所
技
師
)
は

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
所
載

の
加
賀
屋

の
事
績
と
、
同
氏
が
閲
覧
さ
れ
得
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た
加
賀
屋
製
作

の
三
種
の
引
札
と

の
関
係
を
述
べ
ら
れ
た
。
同
氏
は
こ
れ
ら
三
種
の
引
札
に
刷
ら
れ
た
店
舗
の
所
在
地

が
、
い
ず
れ
も
主
家
の

所
在
地
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
ら
を
分
家
の
久
兵
衛
製
作
に
係
わ
る
も
の
で
あ
る
と
読
み
と
れ
る
表
現
を
し
て
お
ら
れ
る
。
杉
江
氏
は
恐

ら
く

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
に
主
家
は
加
賀
屋
某
、
分
家
は
加
賀
屋
久
兵
衛
と
記
さ
れ
、
し
か
も
引
札
に
は
加
賀
屋
久
兵
衛
の
名
が
刷
ら
れ
て

い
る

こ
と
か
ら
、
店
舗
所
在
地
に
矛
盾
の
生
ず
る
こ
と
を
無
視
し
て
、
引
札
を
分
家
製
作
の
も
の
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
で

な
く
杉
江
氏
は

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
か
ら
の
前
記
引
用
文
、
第
三
の
段
の
冒
頭
部
分
を
、

文
次
郎

の
時
代
に
は
眼
鏡
を
製
造
し
た
が
、
そ
れ
以
外
に
何
を
作

っ
て
い
た
か
今
は
詳
か
で
な
い
。
然
し
天
保
五
年

(
一
八
三
四
年
)
に
金

剛
砂
で
ガ
ラ
ス
を
彫
刻
し
、
切
子
細
工
の
法
を
工
夫
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
独
立
し
て
加
賀
屋
久
兵
衛
と
改
め
て
か
ら
は
蘭
学
も

い
よ
い
よ
盛
ん
に
な
り
、
当
時
第

一
流

の
蘭
学
者
で
あ
り
医
学
者
で
あ

つ
た
杉
田
玄
白
、
大
槻
玄
沢
ら
は
、
し
ば
し
ば
久
兵
衛
に
テ
ル
モ
メ

i
ト
ル

(寒
暖
計
)
、
ホ
ク
ト
メ
i
ト
ル

(比
重
計
)
な
ど
の
製
造
に
関
す
る
新
知
識
を
授
け
た
。

叫

と
書
き
か
え
て
お
ら
れ
る
。

つ
ま
り
同
氏
は

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
の

「
久
兵
衛
は
単
に
眼
鏡
の
製
作
の
み
を
為
し
た
る
に
は
あ
ら
ざ
る
が
如

し
と
錐
も
、
其
詳
か
な
る
こ
と
は
知
る
能
は
ず
」
と
い
う
箇
所
を

「
文
次
郎
の
時
代
に
は
」
、

即
ち
久
兵
衛
が
ま
だ
文
次
郎
と
呼
ば
れ
て
い
た

時
代

に
は

「
眼
鏡
を
製
造
し
た
が
、
そ
れ
以
外
に
何
を
作

つ
て
い
た
か
今
は
詳
か
で
な
い
」
と
、
そ
の
表
現
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
に

続
く
久
兵
衛
の
事
績
の
記
述
を
不
自
然
な
感
じ
を
与
え
な
い
も
の
に
し
よ
う
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
第
六
の
段
の
冒
頭
も

加
賀
屋
の
皆
川
久
兵
衛
は
明
治
七
年

(
一
八
七
四
年
)
に
高
令
で
投
し
た
が
、
我
が
ガ
ラ
ス
エ
業
の
発
達
の
初
期

に
残
し
た
功
績
は
ま
こ
と

に
偉
大
な
も

の
が
あ

つ
た
。
二
代
皆
川
久
兵
衛
は
そ
の
業
を

つ
ぎ
、
明
治
時
代
に
入

つ
て
か
ら
ば
、
明
治
十
二
年
に
東
京
破
璃
製
造
人
組
合

の
創
立
者
と
し
て
活
躍
す
る
な
ど
、
東
京
ガ
ラ
ス
工
業
の
発
達
に
貢
献
し
た
。
ま
た
そ
の
弟
子
で
あ

つ
た
井
野
磯
松
、
沢
定
次
郎
ら
は
、
そ

れ
ぞ
れ
独
立
し
て
久
兵
衛

の
あ
と
を
受
け
、
明
治
時
代

の
東
京
ガ
ラ
ス
工
業
の
発
達
に
功
績
を
残
し
た
。
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㈲

と

表

現

を

か

え

ら

れ

、

原

文

の

「
其

子

熊
崎

安

太

郎

」

を

削

除

し

て
、

「
二
代

皆

川

久

兵

衛

」

を

加

え

て
お

ら

れ

る

。

こ

の
よ

う

な

同

氏

の
書

き

か

え

に
よ

っ
て

、
「
日
本

近

世

窯

業

史

」

に

み
ら

れ

る

主

家

の
加

賀

屋

某

と

、

分

家

の
加

賀

屋

久

兵

衛

と

の
間

に
生

じ

て

い
た

叙

述

の
混

乱

ば

見

事

に
解

消

さ

れ

、

内

容

的

に
ば

主

尾

一
貫

し

た

も

の
と

な

っ
た

。

し

か

し

果

し

て
、

こ
う

し

た

解

決

の
仕

方

で

よ

か

っ

た

の
で
あ

ろ

う

か

。註
ω

岡
村
千
曳

「
硝

子
雑
放
」

(「
住
宅
と
庭
園
」
第

六
巻
第
十

↓
号
、
住
宅
と
庭
園
社
、
昭
和
十

四
年
十
二
月
)
、

二
五
二
頁
。
国
立
国
会
図
書

館
蔵

〔
諜
。゚
一

1
お
〕
。

岡
村
千
曳
氏
は

こ
の
引
札

の
説
明
と
し
て
以
下

の
よ
う
に
記
し

て
お
ら
れ

る
。

加
賀
屋
は
幕
末
に
ギ
ヤ

マ
ン
所
と
し

て
知
ら
れ
た
有
名
な
洋
品
店

で
あ

つ
た
。
こ

の
引
札
に
は
各
種

の
硝
子
製
品

六
十
余
点
を
示
し

て
あ

る
か
ら
当

時
江
戸
で
作
ら
れ
た
硝
子
器

の
大
略
を
知
る

こ
と
が
出
来
る
。
加
賀
屋

の
本
家
は
通
油
町

の
小
間
物
問
屋
加
賀
屋
吉
郎
兵
衛

で
創
業
は
安
永
年
間
で
あ

る
と
い
ふ
。
文
士
山
岸
荷
葉
氏
は
其
後
高
で
、
同
氏

の
談
に
よ
れ
ば
眼
鏡

の
上
半
を
凹
く
下
半
を
凸
く
し
て
近
遠
兼
用
に
磨

い
た
も

の
は
俳
優
中
村
仲

蔵

の
注
文
で
吉
郎
兵
衛
が
創
製

し
た
も

の
で
、
仲
蔵
眼
鏡

と
い
ふ
名
で
売
出
さ
れ
た
と

の
こ
と

で
あ
る
。

な
お
加
賀
屋
吉
郎
兵
衛
、
同
店

の
分
家

の
加
賀
吉
眼
鏡
店
、
吉
郎
兵
衛

の
次
男

で
あ
る
山
岸
荷
葉
に

つ
い
て
は
佐

々
木
源
蔵

「
随
筆
が
ら
す
や
む
か
し

証
巴

(佐

々
木
硝
子
株

式
会
社
、
昭
和
三
十
年
)
、

一
一一=

頁
を
参
照

さ
れ
た

い
。

②

岡
田
譲

「
ガ

ラ
ス
の
世
界
」

ア
サ
ヒ
写
真
ブ

ッ
ク
4

(朝

日
新

聞
社
、
昭
和

二
十
九
年
)
、
五
〇
1

五

一
頁
。

個

旧
品
川
硝
子
製
造
所
記
念
碑
設
立
委
員
会

「
日
本
近
世
窯

業
史
硝
子
工
業
偏
復
製
趣
意
書
」

(
昭
和
四
十

一
年
)
。

樹

杉
江
重
誠

「
日
本

ガ
ラ
ス
工
業
史
」

(
日
本
ガ

ラ
ス
工
業
史
編
集
委
員
会
、
昭
和
二
十

五
年
)
、

八
三
頁
。

㈲

杉
江
重
誠
、
前
掲
書
、
八
四
頁
。
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四
、
佐

々
木

源
蔵

氏

の
所
論

ω

佐

々
木
源
蔵
氏
は
、
明
治
十
二
年
四
月
に
東
京
府
知
事
楠
本
正
隆
に
提
出
さ
れ
た

「
破
璃
製
造
人
組
合
設
立
御
鑑
札
下
附
願
」
に
記
さ
れ
た

惣
代
氏
名
と
加
賀
屋
の
引
札
を
も
と
に
、
当
時
二
人
の
加
賀
屋
久
兵
衛
が
お
り
、
こ
の
両
者
が
同

一
視
さ
れ
て
混
乱
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
指
摘
は
ま
こ
と
に
当
を
得
た
も
の
で
、
以
下
に
同
氏
の

「
古
い
歴
史
と
数
多
い

一
家

の
た
め
に
混
同
さ
れ
易
い
加

囲

賀
屋
」
と
題
す
る

一
文
の
冒
頭
部
分
を
引
く
。

既
に
記
し
た
如
く
明
治
時
代
東
京

の
硝
子
屋
に
は
加
賀
屋
を
名
乗
る
家
が
余
り
に
も
沢
山
あ

つ
て
、
同
業
中
で
も
紛
ら
わ
し
い
事
が
度
々

あ

つ
た
様
に
思
わ
れ
る
。
今
色

々
資
料
を
あ

つ
め
過
去
の
知
人
で
あ
る
加
賀
屋
に
就
て
考
え
る
中
に
、
加
賀
屋
の
皆
川
久
兵
衛
と
、
加
賀
屋

の
熊
崎
久
兵
衛
は
同
名
違
人
で
あ

つ
て
、
是
れ
が
同

一
視
さ
れ
混
同
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
わ
れ
る
。
そ
れ
は
別
掲
加
賀
屋
の
カ

タ

ロ
グ
の
印
鑑
が
、
三
種
と
も
熊
崎
と
言
う
印
鑑
と
見
ら
れ
る
ほ
か
、
明
治
十
二
年
に
東
京
府
へ
請
願
し
た
。
破
璃
製
造
人
組
合
設
立
の
時

の
代
表
に
は
左
の
四
名
が
連
ら
ね
て
書
か
れ
て
居
る
。

当
御
府
下
破
璃
製
造
人
七
十
四
名
惣
代

日
本
橋
区
通
塩
町
十
三
番
地

平
民

熊
崎
安
太
郎

京
橋
区
南
鞘
町
六
番
地

同

日
比

太
助

日
本
橋
区
通
塩
町
八
番
地

同

市
川
栄
次
郎

日
本
橋
区
本
町
四
丁
目
二
十

一
番
地

同

皆
川
久
兵
衛

斯
様
に
同
時
に
皆
川
氏
、
熊
崎
氏
が
名
を
連
記
し
て
い
る
が
、
カ
タ
ロ
グ
に
記
さ
れ
た
江
戸
時
代

の
加
賀
屋
久
兵
衛
が
、
明
治
時
代
は
加
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賀
屋
安
太
郎
と
変
つ
て
い
る
も
、
同

一
の
店
で
あ
る
事
に
は
相
違
な
い
。
其
ほ
か
二
代
目
皆
川
久
兵
衛
氏
は
、
八
十
余
才
ま
で
深
川
常
盤
町

に
あ

つ
て
、
三
代
目
皆
川
氏
と
共
に
硝
子
壕
を
業
と
さ
れ
大
正
年
間
ま
で
健
在
で
あ

つ
た
。

一
方
熊
崎
安
太
郎
氏

の
加
賀
屋
ば
、
通
称
加
賀

安
と
称
え
通
り
塩
町

(現
横
山
町

】
丁
目
)
に
、
明
治
三
十
六
、
七
年

(鉄
道
馬
車
が
電
車
に
変

つ
た
頃
)
ま
で
、
理
化
学
硝
子
の
販
売
を

業
と
し
て
居
ら
れ
た
が
其
後
消
息
不
明
と
な

つ
た
。
右
は
同
業
の
古
老
中
是
を
知
る
人
が
二
、
三
い
る
。

㈲

と

こ
ろ
で
佐
々
木
氏
は
同
氏
の
書

『
随
筆
が
ら
す
や
む
か
し
語
」
に

「
日
本
硝
子
業
之
精
華
」
「
日
本
ガ
ラ
ス
工
業
史
」
の
両
書
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
加
賀
屋
久
兵
衛
に
関
す
る
記
述
を
引
用
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
佐
々
木
氏
ば
そ
の
引
用
文
を
、
二
人

の
加
賀
屋
久
兵
衛
の
存
在
を
前
提

と
す
る
立
場
か
ら
検
討
し
、
具
体
的
に
如
何
な
る
混
乱
が
生
じ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
試
み
は
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

註
ω

杉
江
重
誠

「
日
本
ガ
ラ
ス
工
業
史
」
(日
本
ガ
ラ
ス
工
業
史
編
集
委
員
会
、
昭
和
二
十
五
年
)、
五
二
九
ー
五
三
〇
頁
。

図

佐
々
木
源
蔵

「随
筆
が
ら
す
や
む
か
し
語
」
(佐
々
木
硝
子
株
式
会
社
、
昭
和
三
十
年
)、

=
一九
-

一
三

一
頁
。

㈹

山
田
藤
蔵

「
日
本
硝
子
業
之
精
華
」
(帝
国
硝
子
新
報
社
、
昭
和
三
年
)、

一
八
頁
。
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五
、

筆
・

者

の

所

論

か

つ
て
江
戸
時
代
の
ガ
ラ
ス
関
連
業
者
製
作

の
引
札
に
つ
い
て
述
べ
た
際
、
筆
者
は
加
賀
屋
の
主
家
、
分
家
の
事
績
に
言
及
し
た
こ
と
が
あ

る
。
本
稿
の
緒
言
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
そ

の
折

の
記
述
に
や
や
不
適
当
な
表
現
が
あ
り
、
再
検
討
を
要
す
る
た
め
、
以
下
に
小
論

の
一
部
を

ω

再
録
す
る
。
な
お
そ
の
折
小
論
に
引
用
し
た
加
賀
屋

の
引
札
①
②
③
は
、
本
稿
の
第

一
図
、
第
二
図
、
第
四
図
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。②

加
賀
屋
久
兵
衛
の
事
績
に
関
す
る
従
来

の
記
述
に
は
、
多
少
の
混
乱
が
み
ら
れ
る
の
で

『
日
本
近
世
窯
業
史
」
・
「
日
本
硝
子
細
工
夜
話
」



(以
下
各
文
献
①
②
と
称
す
)
及
び
加
賀
屋
の
引
札
三
種
①
②
③
に
よ

っ
て
、
こ
の
際
で
き
る
だ
け
明
ら
か
に
し

て
お
き
た
い
。
文
献
①
に

よ
れ
ば
安
永
二
年

(
一
七
七
三
)
頃
、
加
賀
屋
某
が
日
本
橋
通
塩
町
で
紐
付
眼
鏡
な
ど
の
製
造
販
売
を
行
な
い
、
そ

の
後
三
代
を
経
て
加
賀
久

の
代
に
、
文
政

(
一
八
一
八
-

一
八
三
〇
)
頃
、
初
め
て
ギ
ヤ
マ
ン
製
造
を
企
て
、

手
代
文
次
郎
を
そ
の
監
督
と
し
た
。
文
次
郎
は
数
年
間
大

坂

で
修
業
し
、
再
び
主
家
に
仕
え
た
。
天
保
十
年

(
一
八
三
九
)
、
文
次
郎
は
主
家
よ
り
家
名
を
分
与
さ
れ
、
大
伝
馬
町
に
分
家
し
加
賀
屋
久

兵
衛

(通
称
加
賀
久
)
と
称
し
た
。
引
札
①
②
③
に
記
さ
れ
て
い
る
店
の
所
が
、
通
塩
町
東
側
中
程
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
引
札
は
主
家
の
も

の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
加
賀
屋
久
兵
衛

・
安
太
郎

の
下
に
籔
書
で
熊
崎
な
る
印
形

(書
体
は
三
種
共
異
な
る
)
が
み
ら
れ
る
の
で
、
主
家
は

文
献
②
に
い
う
加
賀
屋
熊
崎
久
兵
衛
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
文
献
①
に
よ
れ
ば
久
兵
衛
は
単
に
眼
鏡
の
製
作
を
し
た
だ
け
で
な
く
、

天
保
五
年

(
一
八
三
四
)
に
金
剛
砂
を
用
い
硝
子
面
に
彫
刻
を
施
す
こ
と
を
工
夫
し
、
ま
た
蘭
医
達
よ
り
理
化
医
療

器
具
の
製
法
、
佐
久
間
象個

山
よ
り
強
度
の
薬
品
に
耐
え
る
硬
硝
子
の
製
法
を
伝
授
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
久
兵
衛
は
文
献
①
の
文
意
よ
り
、
ま

た
引
札
①
②
③
の
口
上

お
よ
び
製
品
の
変
遷
よ
り
、
恐
ら
く
主
家
の
久
兵
衛
と
思
わ
れ
る
。

皿
1
1
図

(本
稿

の
第

一
図
に
相
当
)
の
引
札
①
は
、

「
口
上
」
に

「
私
義
此
度
硝
子
ギ
ヤ

マ
ン
類
細
工
物
相
始
」
と
あ
り
、
文
献
①
に

従
え
ば
文
政
頃
の
も

の
と
思
わ
れ
る
。
吹
い
た
も

の
が
多
く
、
切
子
を
施
し
た
も
の
は
少
な
い
。
そ
の
少
な
い
切
子
細
工
に
は
蘭
物
ら
し
い

も

の

(札
の
中
央
辺

の
蓋
物
、
口
上

の
左
上

の
把
手
付
瓶
)
が
み
ら
れ
る
。
引
札
に
は
、
和
物

・
唐
物

・
蘭
物
を
扱

っ
て
い
る
よ
う
に
記
さ

れ

て
い
る
が
、
各
器
物
に
つ
い
て
、
製
作
さ
れ
た
国
、
さ
ら
に
地
域
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
現
存
す
る
遺
物
と
の
地
道
な

対

比

・
研
究
が
、
今
後
共
必
要
で
あ
ろ
う
。

皿
1
2
図

(本
稿

の
第
二
図
に
相
当
)
の
引
札
②
は
天
保

(
一
八
三
〇
ー
一
八
四
四
)
中
期
か
ら
嘉
永

(
一
八
四
八
-

一
八
五
四
)
頃
の
版
と
推

定
さ
れ
る
。
引
札
①
と
同
じ
用
途

の
品
で
も
切
子
を
施
し
た
も
の
が
多
く
な
り
、
ま
た
明
ら
か
に
和
物
と
考
え
ら
れ
る
組
重
な
ど
に
手
の
込
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ん
だ
切
子
細
工
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
「
硝
子
面
」

へ
の

「
彫
刻
」
が
、

グ
ラ
ビ
ー
ル
で
な
く
、

文
献
①
に
記
す
如
く

「
切
子
細
工
」

の
こ
と
と
す
れ
ば
、
切
子
を
施
し
た
製
品
の
増
加
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
引
札
①
に
み
ら
れ
る
切
子
を
施
し
た

印
籠
な
ど
は
、
例
え
ば
京

・
大
坂
な
ど
の
製
品
と
考
え
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
蘭
学

の
発
達
を
反
映
し
て
か
、
引

札
②
で
は
理
化
医
療
器
具
の
種
類
が
増
加
し
て
い
る
。
特
に
引
札
①
で
は

「
和
吹
御
薬
瓶
之
義
ハ
御
薬
之
香
気
少

シ
も
洩
ざ
ろ
様
請
合
」
と

記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
引
札
②
で
は

「
御
薬
瓶
之
儀
者
強
気
物
受
合
」
と
な

っ
て
い
る
点
留
意
す
べ
き
で
あ
り
、

こ
の
間
に
蘭
学
者
か
ら
の

教
示
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
引
札
②
の
口
上
に
は

「
此
度
包
紙
再
板
仕
出
来
之
品

く
荒
増
相
印
奉
入
御
覧
候
」
と
あ

り
、
従
来
こ
の
種

の
も
の
は
単
に
引
札
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
実
は
引
札
を
兼
ね
た
包
紙
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

ま

ず
上
記
の

「
文
献
①
に
よ
れ
ば
安
永
二
年

(
一
七
七
三
)
頃
、
加
賀
屋
某
が
日
本
橋
通
塩
町
で
紐
付
眼
鏡
な
ど
の
製
造
販
売
を
行
な
い
、
そ

の
後

三
代
を
経
て
加
賀
久
の
代
に
、
文
政
(
一
八
一
八
-

一
八
三
〇
)
頃
、
初
め
て
ギ
ヤ

マ
ン
製
造
を
企
て
、
手
代
文
次
郎
を
そ
の
監
督
と
し
た
」

と
い
う
文
中
、
「
後
三
代
を
経
て
」
と
い
う
表
現
は
正
し
く
な
く
、

さ
ら
に

「
加
賀
久

の
代
に
」

と
い
う
表
現
も
適
当
で
な
い
。
安
永
二
年
頃

の
加
賀
屋
某
か
ら

「
後
三
代
を
経
て
」
ギ
ヤ

マ
ン
製
造
を
企
て
た
と
す
る
の
は
杉
江
重
誠
氏

の
説
で
あ
り
、
筆
者
に
も
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ

っ
て
上
の
如
く
記
し
た
の
で
あ
る
が
、
「
日
本
近
世
窯
業
史
」

の
記
述
に
忠
実
で
な
い
。
ま
た
主
家
の
加
賀
屋
が
久
兵
衛
で
あ

っ
た
と
し
て
も

「
加
賀
久
」
と
略
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
が
な
い
。
以
上

の
理
由
か
ら

「
そ

の
後
三
代
を
経
て
加
賀
久
の
代
に
」
の
箇
所
は
無
視
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

さ

て
筆
者
の
所
論
の
主
旨
を
多
少
論
証
的
な
表
現
で
整
理
す
る
と
以
下

の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ω
引
札

(第

一
図
、
第
二
図
、
第
四
図
)
に
刷
ら
れ
た
加
賀
屋

の
所
在
地
、

「
通
リ
塩
町
」
は

「
日
本
近
世
窯
業
史
」

所
載

の
主
家

の
所
在

地
と

一
致
す
る
。
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圖
故
に
こ
れ
ら
の
引
札
は
主
家
製
作
の
も
の
で
あ
る
。

個

こ
れ
ら
の
引
札
に
屋
号
、
名
と
共
に
刷
ら
れ
て
い
る
印

の
文
字
ば
熊
崎
で
あ
る
。

困

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
か
ら
の
前
記
引
用
文
、
第
六
の
段

の
熊
崎
安
太
郎
と
い
う
姓
名
と
、
明
治
時
代
の
引
札
に
刷
ら
れ
た
屋
号
、
名
、

印

(加
賀
屋
、
安
太
郎
、
一閣

)
と
を
対
応
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
印

の
文
字
、
熊
崎
が
加
賀
屋
安
太
郎
の
姓
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
る
。

㈲
故
に
先
代
加
賀
屋
久
兵
衛
の
姓
も
熊
崎
で
あ
る
。

㈲

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
か
ら
の
前
記
引
用
文
、
第
三
の
段
冒
頭
の
久
兵
衛
は

「
久
兵
衛
は
単
に
眼
鏡

の
製
作
の
み
を
為
し
た
る
に
は
あ
ら

ざ
る
が
如
し
と
錐
も
、
其
詳
か
な
る
こ
と
は
知
る
能
は
ず
」
と
の
文
意
か
ら
み
て
主
家
で
あ
る
。

ω

「
金
剛
砂
を
使
用
し
て
硝
子
面
に
彫
刻
を
施
す
こ
と
を
工
夫
」
し
た
の
も
、
文
脈
か
ら
み
て
主
家
で
あ
る
。

㈹
蘭
学
者
達
か
ら

「
医
療
用
の
硝
子
器
」

「
硬
硝
子
」
の
製
法
の
伝
授
を
受
け
た
の
も
、
文
脈
か
ら
み
て
、
ま
た
加
賀
屋
の
薬
瓶
に
薬
品
に

対
す
る
耐
久
性
が
付
与
さ
れ
た
の
が
蘭
学
者
達
の
活
躍
し
て
い
た
天
保
中
期
か
ら
嘉
永
の
頃
で
あ
る
こ
と
か
ら
み

て

(第

一
図
と
第

二
図

の
引
札
の
製
作
時
期
お
よ
び
口
上
に
よ
る
)
主
家
で
あ
る
。

ゆ
従
来
の
所
論
に
は
、

こ
れ
ら
の
引
札
を
分
家
の
製
作
と
な
す
も
の
が
あ
り
、
主
家
と
分
家
の
事
績
が
混
同
さ
れ
て
い
ろ
。

ω
初
版
の
引
札
の
口
上
か
ら
、
そ
の
製
作
時
期
は
主
家
が
ギ
ヤ
マ
ン
製
造
を
始
め
た

「
文
政
の
頃
」
で
あ
る
。

表
現
の
仕
方
、
内
容
は
多
少
異
な
る
に
し
て
も
、
上
記
の
ω
か
ら
㈲
、
お
よ
び
㈲
が
既
に
佐

々
木
源
蔵
氏
に
よ
っ
て
十
数
年
も
以
前
に
指
摘

㈹

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知

っ
た
の
は
、
か
な
り
後
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
ま
た
近
年
の
調
査
に
よ
り
上
記
の
圖
が
必
ず
し
も
正
し
く
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な

っ
た
。
「
日
本
近
世
窯
業
史
」
か
ら
の
上
記
引
用
文
、

第
三
の
段

の
冒
頭
の
久
兵
衛
を
主
家
と
す
る
と
、

そ
れ
に
続
く

「
た

ナ
彼
れ
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は
天
保
五
年
中
に
於
て
、
金
剛
砂
を
使
用
し
て
云
々
L
の

「彼
れ
」
は
、
文
脈
上
当
然
主
家
の
久
兵
衛
を
指
す
べ
き
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
久
兵

衛
が
眼
鏡
の
製
造
を
業
と
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、

金
剛
砂
は
レ
ン
ズ
の
研
磨
の
た
め

日
常
使
用
し
て
い
る

は
ず
で
あ
ろ
か
ら
、

久
兵
衛
が

「
金
剛
砂
を
使
用
し
て
硝
子
面
に
彫
刻
を
施
す
こ
と
を
工
夫
」
す
る
可
能
性
は
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ

に
続
く

「
蘭
医
ば
、
屡

々
久
兵
衛
を
呼
び
て
云
々
」
の
久
兵
衛
は
本
稿

「
二

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
所
載
の
加
賀
屋
久
兵
衛
関
係
記
事
」
の
内
、
第
三
の
段
に

つ
い
て

の
検
討

の
際
述
べ
た
よ
う
に
、
ま
た
後
に
掲
げ
る
資
料
を
も
と
に
考
え
る
時
、
分
家
の
久
兵
衛
を
擬
し
た
方
が
理
に
適
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

註
〔3)(2){1

棚
橋
淳
二

「
日
本
の
ガ
ラ
ス

(引
札
1
)」
(『
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
」
第
七
巻
第
三
号
、
窯
業
協
会
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
)、

一
九
四
頁
。

秋
山
寵
三
「
日
本
硝
子
細
工
夜
話
」
木
下
義
夫
編

(日
本
硝
子
細
工
夜
話
刊
行
会
、
昭
和
四
十
二
年
)、
五
八
頁
。

第

一図
の
引
札
の
口
上口

上

益
御
機
嫌
克
被
遊
御
座
恐
悦
至
極
奉
存
候
随
而
私
義
此
度
硝
子
ギ
ヤ
マ
ン
類
細
工
物
相
始
直
段
之
儀
者
情
≧
相
働
其
上
品
≧
性
合
吟
味
仕
格
別
御
目
留
リ

候
様
御
進
物
御
土
産
物
奇
麗
,一
相
仕
立
奉
差
上
候
間
何
卒
多
少
共
御
用
向
被
仰
付
被
下
候
様
偏
一一
奉
願
上
候
品
柄
あ
ら
ま
し
絵
図
左
二
印
奉
入
御
覧
候
別

而
和
吹
御
薬
瓶
之
義
ハ
御
薬
之
香
気
少
シ
も
洩
ざ
る
様
請
合
念
入
丈
夫
向
之
工
夫
第

=

仕
候
間
是
又
乍
恐
宜
御
風
聴
之
程
偏
奉
希
候
以
上

第
二
図
の
引
札
の
口
上

益
御
機
嫌
克
被
遊
御
坐
恐
悦
至
極
奉
存
候
随
而
私
儀
是
迄
年
来
キ
ヤ
マ
ン
精
造
方
渡
世
向
歳
ヒ
開
製
物
仕
来
候
所
御
献
屓
厚
御
取
立
ヲ
以
業
躰
日
増
二
繁

昌
仕
冥
加
至
極
難
有
仕
合
奉
存
候
別
而
御
薬
瓶
之
儀
者
強
気
物
受
合
持
候
様
入
念
丈
夫
向
之
工
夫
第
=
一
仕
候
御
進
物
御
土
産
物
奇
麗
仕
立
奉
調
進
候
御

跳
物
之
儀
者
大
小
円
角
御
好
随
ひ
何
様
二
も
仕
立
奉
指
上
候
何
卒
不
相
替
御
用
向
被
仰
付
可
被
下
候
様
奉
願
上
候
此
度
包
紙
再
板
仕
出
来
之
品
≧
荒
増
相

印
奉
入
御
覧
候
尚
御
風
聴
之
程
奉
希
候
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{生1

東
武
破
璃
開
製
舗

山昆
山
堂
素
玉
謹
白

第
四
図
の
引
札
の
口
上

益
御
機
嫌
能
被
遊
御
座
恐
悦
至
極
奉
存
候
随
而
私
義
是
迄
年
来
キ
ヤ
マ
ン
精
造
方
渡
世
向
歳
ヒ
開
製
物
仕
来
候
所
御
贔
凪
厚
御
取
立
ヲ
以
業
躰
日
増
繁
昌

ニ

仕
冥
加
至
極
難
有
仕
合
奉
存
候
別
御
而
薬
瓶
之
儀
者
強
気
物
受
合
持
候
様
入
念
丈
夫
向
之
工
風
第

一
□
仕
候
御
進
物
井
御
土
産
物
奇
麗
仕
立
奉
調
進
候
御

誹
物
之
儀
ハ
大
小
円
角
御
好
随
何
様
二
も
仕
立
奉
差
上
候
何
卒
不
相
替
御
用
向
被
仰
付
可
被
下
候
様
奉
願
上
候
今
般
包
紙
再
版
仕
出
来
之
品
≧
荒
増
相
記

し
奉
入
御
覧
候
猶
御
風
聴
之
程
奉
希
候

東
都
キ
ヤ
マ
ン
開
製
舗

毘
山
堂
素
玉
謹
白

な
お
第
三
図
の
引
札
の
口
上
は
、
上
記
第
四
図
の
引
札
の
口
上
と
同
じ
で
あ
り
、
第
五
図
の
引
札
の
口
上
は
、
「随
而
私
義
是
迄
年
来
」
の
続
き
が

「
キ
ヤ

マ
ン
」
か
ら

「カ
ラ
ス
」
に
代
っ
て
い
る
他
は
、
多
少
送
り
仮
名
が
異
な
る
程
度
で
、
第
三
図
、
第
四
図
の
引
札
の
口
上
と
変
ら
な
い
。

佐
々
木
源
蔵

「随
筆
が
ら
す
や
む
か
し
語
」
(佐
々
木
硝
子
株
式
会
社
、
昭
和
三
十
年
)、

]
二
九
1
=
二
〇
頁
。

六
、

戸
澤

道
夫

氏

の
所
論

戸
澤
道
夫
氏
は

「
江
戸
切
子
と
カ
ッ
ト
ガ
ラ
ス
」
に
お
い
て
、
加
賀
屋
久
兵
衛
製
作

の
引
札
に
言
及
さ
れ
、
そ
の
製
作
者
な
ら
び
に
製
作
時

ω

期
に

つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
た
。

こ
の
加
賀
屋
久
兵
衛
の
引
札
に
は
、
江
戸
時
代

の
も

の
二
種
、
明
治
時
代
の
も
の

一
種
が
知
ら
れ
て
い
る
。
共
に
、
日
本
橋
通
塩
町
と
あ

り
、
こ
れ
を
先
代
加
賀
屋
久
兵
衛

の
も

の
と
す
る
の
が

「
日
本
近
世
窯
業
史
」

「
日
本
硝
子
細
工
夜
話
」
の
両
説
か
ら
と

っ
た
も
の
で
、
棚

橋
氏
は
こ
れ
を
も
と
と
し
て
、
最
も
古
い
と
さ
れ
る
引
札
を
文
政
頃
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
文
政
か
ら
明
治
に
い
た
る
ま
で
、
加
賀
屋
久
兵
衛
と
い
う
店
が
本

・
分
家
と
二
店
あ

っ
た
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
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ハ
マ
こ

ヘ
マ
マ
　

し
か
し
、
「
が
ら
す
や
む
か
し
話
」
に
よ
れ
ば
、

(「
日
本
硝
子
細
工
夜
話
」

の
加
賀
屋
の
頃
に
、
写
真
の
み
あ

り
、
)
「皆
川
久
兵
衛
、
通

称
、
加
賀
久
、
加
賀
屋

一
家
祖
先
」
と
説
明
が
あ
り
、
明
治
初
年
撮
影
の
加
賀
定
家
伝
来
の
皆
川
久
兵
衛
の
写
真
や
、
そ
の
皆
川
久
兵
衛
が

明
治
七
年
に
没
し
た
こ
と
、
加
賀
屋

の
皆
川
久
兵
衛
と
加
賀
屋
熊
崎
久
兵
衛
は
同
名
違
人
で
あ

っ
て
、
同

一
視
さ
れ
混
同
し
や
す
い
こ
と
、

引
札
に
記
さ
れ
た
江
戸
時
代

の
加
賀
屋
久
兵
衛
が
、
明
治
時
代
に
加
賀
屋
安
太
郎
と
変

っ
て
も
同

一
の
店
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
お

り
、
筆
者
は
、

こ
の
加
賀
屋
久
兵
衛
の
最
初
の
引
札
は
、
加
賀
某
か
ら
独
立
し
た
、
手
代

の
加
賀
屋
久
兵
衛
の
引
札

で
あ

っ
て
、
こ
の
加
賀

久
が
最
初

の
引
札
を
発
行
す
る
頃
に
は
、
通
塩
町
に
移

っ
て
開
業
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
し
た
が

っ
て
天
保
十
年
以
降
の
も
の
と
す

る
わ
け
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
本
家

の
加
賀
屋
は
手
代
久
兵
衛
の
独
立
に
よ
り
没
落
し
、
分
家
の
加
賀
久
が
本
家
を
名
の
っ
た
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
、
こ
の
最
初

の
引
札
は
当
時
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
製
品
と
比
較
し
て
も
、
文
政
年
間
に
し
て
は
、
あ
ま
り

に
も
出
来
す
ぎ
て
お
り
、

文
政
年
間

の
切
子
と
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
の
も
の
は
、
い
ま
だ
実
例
を
み
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
三
種
の
引
札
に
は
熊
崎
家
の
印
が
あ
り
、
こ
れ
は
皆
川
久
兵
衛
発
行

の
引
札
を
本
家
よ
り
ゆ
ず
り
う
け
た
の
が
熊
崎
家
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
推
論
の
余
知
は
ま
だ
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ま
ま
で
の
と
こ
ろ
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
筆
者
に
は
不
明
で
あ
る
。

戸
澤
氏

の
所
論
を
適
宜
補
足
し
前
提
と
結
論
に
分
け
て
整
理
す
る
と
、
そ
の
論
旨
は
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。

ω
主
家

の

「
加
賀
屋
某
」
の
姓
名
は
不
詳
で
あ
る
。

②
分
家
は
加
賀
屋
久
兵
衛
と
称
し
、
皆
川
を
姓
と
し
、
「
加
賀
屋

一
家
祖
先
」
と
評
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。

圖
初
版
の
引
札
に
は

「
加
賀
屋
久
兵
衛
」
と
刷
ら
れ
て
い
る
。
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㈲
加
賀
屋
製
作

の
初
版
の
引
札
は
、
所
載
の
切
子
の
出
来
工
合
か
ら
み
て
文
政
年
間

(
一
八
一
八
-

一
八
三
〇
)

の
も

の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

個
主
家

の
加
賀
屋
が
ギ
ヤ
マ
ン
製
造
を
企
て
た
の
が
文
政
の
頃
、
手
代
文
次
郎
が
主
家
よ
り
独
立
し
て
加
賀
屋
久
兵
衛
と
称
し
た
の
は
天
保

十
年

(
一
八
三
九
)
で
あ
る
。

㈲
初
版
の
引
札
は
ギ
ヤ
マ
ン
製
造
開
始
後
間
も
な
く
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ω
主
家
の
所
在
地
は
通
塩
町
、
分
家
の
当
初

の
所
在
地
は
大
伝
馬
町
で
あ
る
。

圖
初
版
の
引
札
に
刷
ら
れ
た
店
舗
の
所
在
地
は
通
塩
町
で
あ
る
。

以
上

の
前
提
か
ら
次
の
結
論
が
導
か
れ
る
。

ω

引
札
は
分
家
の
皆
川
久
兵
衛
が
製
作
し
た
も
の
で
あ
る

(前
提
ω
②
圖
に
よ
る
)
。

圖
分
家
が
加
賀
屋
久
兵
衛
と
し
て
独
立
し
た
の
が
天
保
十
年
で
あ
る
か
ら

(前
提

㈲
に
よ
る
)
、

初
版
の
引
札
の
製
作
時
期
は
そ
れ
以
降
で

あ
る

(前
提
倒
に
よ
る
)。
こ
の
結
論
は
前
提
樹
に
よ

っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。

㈹
初
版
の
引
札
を
製
作
す
る
頃
、
分
家
は
通
塩
町
に
移
転
し
て
い
た

(前
提
㈲
圖
に
よ
る
)
。

樹
手
代
文
次
郎
が
分
家
と
し
て
独
立
し
た
た
め
本
家
は
没
落
し
、
分
家
が
本
家
を
名
乗

っ
た

(前
提
②
お
よ
び
結
論
㈹
に
よ
る
)
。

㈲
引
札
に
熊
崎
の
印
が
あ
る
の
は
、
分
家
製
作

の
引
札
を
本
家
か
ら
熊
崎
家
が
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
か
。

さ

て
次
に
戸
澤
氏
の
結
論
お
よ
び
そ
の
基
と
な

っ
た
前
提
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
結
論
ω
に

つ
い
て
。
加
賀
屋
の
六
種
の
引
札

に
刷

ら
れ
た
屋
号
、
名
、
印
、
姓
名
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら

の
引
札
は
熊
崎
久
兵
衛
お
よ
び
熊
崎
安
太
郎
に
よ

っ
て
製
作
さ
れ

た
こ
と
が
確
め
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
引
札
は
分
家

の
皆
川
久
兵
衛
が
製
作
し
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
は
な
ら
な
い
。
結
論
ω
が
成
立

し
な

い
以
上
、
そ
の
結
論
を
導
く
た
め
の
前
提
に
つ
い
て
吟
味
す
る
こ
と
は
無
意
味
か
も
知
れ
ぬ
が
、

一
応
所
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
前
提
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ω

に
つ
い
て
。
「
日
本
近
世
窯
業
史
」

所
載

の
主
家

の
所
在
地
と
、

引
札
に
刷
ら
れ
た
店
舗
所
在
地
が

一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
主
家
の
姓
名
は

図

熊
崎
久
兵
衛
と
推
定
さ
れ
る
。
前
提
圖
に

つ
い
て
。
「
随
無
が
ら
す
や
む
か
し
語
」
に
よ
る
と
同
書
所
載

の
皆
川
久
兵
衛

の
写
真
に

「
此
写
真

ハ

加
賀
屋

一
家
祖
先

通
称
加
賀
久

皆
川
久
兵
衛
」
と
説
明
を
加
え
た
の
は
、
加
賀
定

(沢
定
次
郎
)

の
三
代
目
河
野
定
次
郎
と
い
う
。
沢
定

次
郎
は
皆
川
久
兵
衛
の
弟
子
で
あ

っ
た
し
、
他
に
も
井
野
磯
蔵
等
の
弟
子
が
い
た
。
独
立
し
て
加
賀
屋
を
名
乗
る
弟
子
達
に
と

っ
て
、
皆
川
久

兵
衛
は
正
に
加
賀
屋

一
家

の
祖
先
で
あ

っ
た
に
相
違
な
い
。
仮
に
姻
戚
関
係
で
も
生
じ
て
い
れ
ば
な
お
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
皆

川
久
兵
衛
に
対
す
る

「
加
賀
屋

一
家
祖
先
」
と
い
う
明
治
時
代
後
期
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
の
賛
辞
が
、
必
ず
し
も
独
立
ま
も
な
い
頃
の
久

兵
衛
に
あ
て
は
ま
る
と
は
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

結
論
②
に
つ
い
て
。
引
札
が
本
家
に
よ

っ
て
製
作
さ
れ
た
と
す
る
と
そ
の
初
版

の
製
作
時
期
は
前
提
個
㈲
に
よ

っ
て
文
政

(
一
八

一
八
1

一
八

三
〇
)
の
頃
と
な
る
。
な
お
結
論
倒
に
と
っ
て
前
提
㈲
、

即
ち
初
版
の
引
札
は
所
載
の
切
子
の
出
来
工
合
か
ら
み
て

文
政
年
間

の
も

の
と
は
い

え
な

い
と

の
見
解
も
重
要
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
初
版

の
引
札
(第

一
図
)所
載

の
切
子

の
内
、
蓋
物
、
把
手
付
瓶
な
ど
は
確
か
に
高
度

の
技
術
を
要
す
る
製
品
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
恐
ら
く
舶
載
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
切
子
計
算
、
印
籠
、
三
組
猪
口
、

小
瓶
な
ど
単
純
な
切
子
を
施
し
た
比
較
的
小
さ
い
製
品
は
国
産
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
も
主
家
の
ギ
ヤ
マ
ン
製
造
の
開
始
を
文
政
十

一
年

(
一

圖

八
二
八
)
と
す
る
と
、
天
保

(
一
八
三
〇
ー
一
八
四
四
)
ま
で
は
二
年
し
か
な
い
。
戸
澤
氏
が
初
版
の
引
札
所
載

の
ど
の
切

子
を
以

っ
て
、
文
政
年

間
も
し
く
は
文
政
末
期

の
切
子
に
し
て
は
出
来
す
ぎ
と
考
え
て
お
ら
れ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
初
版
の
引
札
が
分
家
に
よ

っ
て
製
作
さ
れ

た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
の
理
由
と
は
な
り
難
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
戸
澤
氏
は
前
提
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
『.日
本

近
世
窯
業
史
」
か
ら

の
前
記
引
用
文
、
第
三
の
段
に
み
ら
れ
る

「
彼
れ
は
天
保
五
年
中
に
於
て
、
金
剛
砂
を
使
用
し

て
硝
子
面
に
彫
刻
を
施
す

こ
と
を
工
夫
し
た
り
と
伝

へ
ら
る
。

是
れ
即
ち
今
い
ふ
処
の
切
子
細
工
な
り
」
と
の
記
事
は
同
氏
の
結
論

②
に
と

っ
て
極
め
て
有
効
な
前
提
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㈲

と
な
し
得
る
も
の
と
の
見
解
も
あ
り
得
よ
う
。
し
か
し
以
前
指
摘
し
た
よ
う
に
、
金
剛
砂
に
よ
る
ガ
ラ
ス
面
へ
の
彫
刻
に
は
グ
ラ
ヴ
ィ
ー
ル
も

あ
り
、
「今

い
ふ
処
の
切
子
細
工
な
り
」

と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

加
賀
屋
の
引
札
の
内
、
再
版
以
降
の
も

の
に
み
ら
れ
る
硯
屏
の
文

様
も
、
遣
品
に
徴
し
て
グ
ラ
ヴ
ィ
ー
ル
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
大
き
い
。
ま
た
仮
り
に
天
保
五
年

(
一
八
三
四
)
中
に
お
け
る

「
彼
れ
」

の
工

夫
が
切
子
細
工
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
以
前
に
江
戸
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
京
、
大
坂
に
お
い
て
切
子
細
工
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
加
賀
屋
は
そ
の
問
屋
的
性
格
か
ら
唐
物
、
蘭
物
さ
え
扱

っ
て
い
た

の
で
あ
る
か
ら
、
和
物

に
つ
い
て
も
自
家
製
品

の
み
を
扱

っ
て
い
た
と
は
限
ら
ず
、
当
初
切
子
は
他
か
ら
仕
入
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
よ
う
。
日
本
に
お
い
て
切

子
細

工
が
開
始
さ
れ
た
頃
の
実
情
に

つ
い
て
は
、
な
お
調
査
を
要
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
解
明
は
今
後
の
研
究
に
侯
た
ざ
る
を
得
な
い
。

結
論
個
樹
に

つ
い
て
。
引
札
が
分
家
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
な
い
と
す
れ
ば
、
分
家
が
大
伝
馬
町
か
ら
通
塩
町
に
移
転
し
た
と
仮
定

し
た
り
、
本
家
が
没
落
し
た
と
仮
定
し
た
り
す
る
必
要
性
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
か
ら
の
上
記
引
用
文
、
第

二
の
段
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
文
次
郎
は
早
く
か
ら
主
家
に
奉
公
し
、
手
代
と
な

っ
て
後
ギ
ヤ
マ
ン
製
造
の
監
督
を
命
じ
ら
れ
る
や
、
主

家
に
特
に
請
う
て
大
坂
で
の
数
年
間
の
修
業
を
許
さ
れ
、
再
び
主
家
に
勤
め
、
勤
労
の
功
を
も

っ
て
家
名
を
分
与
さ
れ
た
者
で
あ
る
。
当
初
大

伝
馬

町

へ
店
を
出
し
て
お
き
な
が
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
主
家
の
近
隣
へ
店
を
移
転
し
、
恩
義
あ
る
主
家
が
没
落
す
る
と
み
る
や
、
主
家
を
名
乗
る
と

は
考

え
難
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

結
論
㈲
に
つ
い
て
。
引
札
に
熊
崎
の
印
が
み
ら
れ
る
の
は
、
引
札
が
熊
崎
久
兵
衛
に
よ

っ
て
製
作
さ
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
な
お
熊
崎
な
る
印
は
引
札
を
刷
る
時
に
同
時
に
刷
ら
れ
て
お
り
、
他
の
店
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
引
札
に
後
か
ら
押
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

註
ω

戸
澤
道
夫

「江
戸
切
子
と
カ
ッ
ト
ガ
ラ
ス
」
(『目
の
眼
」
第
五
十
五
号
、
里
文
、

一
九
八
一
年
七
月
)、

一
七
頁
。
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〔3) {2}㈲

佐

々
木
源
蔵

「
随
筆
が
ら
す
や
む
か
し
語
」

(佐

々
木
硝
子
株
式
会
社
、
昭
和
三
十
年
)
、

一
一
二
頁
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

「
明
治
+
年
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
解
説
」
明
治
十

一
年
序
、
第

二
区
第

=

1

一
八
類

の
内
、
第

=

ハ
類
、
五

一
頁
。
国
立
国

会
図
書
館
蔵

〔
舘

嵩
1
切
。゚
己

(教
育
博
物
館
本
)
。

棚
橋
淳

二

「
日
本

の
ガ

ラ
ス

(引
札
1
)
」

(「
セ
ラ
ミ

ッ
ク
ス
」
第
七
巻
第

三
号
、
窯
業
協
会
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
)
、

一
九
四
頁
。

七
、
加
賀
屋
久
兵
衛
関
係
資
料

一
、
引

札

ω

以
前
指
摘
し
た
よ
う
に
、
従
来
加
賀
屋
の
引
札
と
呼
ば
れ
て
い
る
も

の
は
、
引
札
を
兼
ね
た
包
紙
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
再
版

の

し
ゅ
つ
た
い

口
上

に

「
此
度
包
紙
再
板
仕
出
来
之
品
く
荒
増
相
印
奉
入
御
覧
候
」

(
こ
の
た
び
包
紙
、

再
版

つ
か
ま

つ
り
、
出
来

の
品
た
あ
ら
ま
し
、
あ
い

し
る印
し
、
御
覧
に
入
れ
奉
り
候
)
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
便
宜
上
、
慣
例

に
従

っ
て
引
札
と
称
し

て
お
く
。
さ
て
通
塩
町
の
加
賀
屋
が
製
作
し
た
引
札
は
現
在
六
種
類
知
ら
れ
て
い
る
。
内
二
種
は
江
戸
時
代
、
残
り
四
種
は
明
治
時
代
の
も
の

リリ

ヨ

で
あ
る
。
ま
ず
そ
の

一
ば
初
版

(第

一
図
)
で
文
政

(
一
八
一
八
-

一
八
三
〇
)
末
期

の
も

の
、
そ
の
二
は
恐
ら
く
第

二
版

(第
二
図
)
と
目
さ

㈲

れ
る
も

の
で
、
天
保

(
一
八
三
〇
1

一
八
四
四
)
中
期
か
ら
嘉
永

(
一
八
四
八
-
一
八
五
四
)
頃
の
製
作
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
三
は
第
三
図
に
示
す
も

㈲

の
で
、
以
前
そ
ご
う
百
貨
店
神
戸
店
で
行
わ
れ
た

「
世
界
の
ガ
ラ
ス
絵
展
」
に
展
示
さ
れ
、
そ
の
図
録
に
も
掲
載
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の

引
札

は
店
舗

の
所
在
地
が

「東
京
通
リ
塩
町
東
側
中
程
」
で
、

前
二
者
に
み
ら
れ
る
所
在
地

「
江
戸
通
リ
塩
町
東
側
中
程
」

と
比
較
す
る
と

「
江
戸
」
が

「
東
京
」
に
変

っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
東
京
府
が
開
設
さ
れ
た
の
が
慶
応
四
年

(
一
八
六
八
)
七
月
、
東
京

の
市
街
地
が
五
十
区
に

個

画
定
さ
れ
た
の
が
明
治
二
年

(
一
八
六
九
)
三
月
と
い
う
か
ら
、
久
兵
衛
が
殊
更
に
古
い
住
居
表
示
に
執
着
し
て
い
た
の
で
な
い
限
り
、

こ
の
間
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第一図 加賀屋久兵衛の引札(初 版)。杉江重誠 「ガラス」共立社刊所載。(2)
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Rights were not granted to include this image in electronic 
media. Please refer to the printed journal.



第二図 加賀屋久兵衛の引札(再 版)。 びいどう史料庫蔵 〔No1957、10〕。横山英俊氏撮影。
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Rights were not granted to include this image in 
electronic media. Please refer to the printed journal.



第三図 加賀屋久兵衛の引札。浜松市美術館蔵。写真 ・同館。
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Rights were not granted to include this image in 
electronic media. Please refer to the printed journal.



第四図 加賀屋安太郎の引札。岡田譲 「ガラス」至文堂刊所載。(7)
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Rights were not granted to include this image in electronic 
media. Please refer to the printed journal.



第五図

講談社刊所載。(8)

加賀屋 熊崎安太郎の引札。岩田藤七 「ガラスの芸術 岩田藤七作品集」
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Rights were not granted to include this image in electronic 
media. Please refer to the printed journal.



Rights were not granted to include this image in electronic 
media. Please refer to the printed journal.



一

第七図 加賀屋吉郎兵衛の商標 「山吉」。「江戸買物独案内」所載。国立国会図書館蔵。

(14)図 では 「のど」の部分がみえないが,「通油町」とある。

の
製
作
と
い
え
る
。
以
上
が
久
兵
衛
製
作
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
四
は
第

ω

四
図
に
示
す
も

の
で
、
店
主

の
名
が
久
兵
衛
か
ら
安
太
郎
に
変

っ
て
い
る

だ
け
で
、
そ
の
他

の
版
面
は
そ

の
三
の
引
札
と
同
じ
で
あ
る
。
代
替
り
の

た
め
に
、
版
木

の
名
と
印

の
部
分
だ
け
埋
木
で
替
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
代

替
り

の
折
、
も
し
住
居
表
示
が
変
更
さ
れ
て
い
れ
ば
、

つ
い
で
に
住
居
表

示
の
部
分
も
替
え
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
四
の
引
札
も
恐
ら
く
明
治
二

年
以
前

の
製
作
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
五
は
第
五
図
に
示
す
も
の
で
、
「
ガ

圖

ラ
ス
の
芸
術

岩
田
藤
七
作
品
集
」

に
掲
載
さ
れ
、

後
ド

ロ
シ
ー

・
プ
レ

働

ア
氏
の

「
日
本
之
硝
子
史
」
に
も
転
載
さ
れ
た
。
店
舗
所
在
地
の
表
示
は

「
東
京
第

一
大
区
十
三
小
区
通
リ
塩
町
十
三
番
地
」
と
変

っ
て
い
る
。
こ

⑳

の
行
政
区
画
は
明
治
四
年
十
二
月
二
十
八
日
に
制
定
さ
れ
、
同
六
年
三
月

以
降
多
少
の
変
更
が
あ

っ
た
が
、
明
治
十

一
年
十

一
月

二
日
、
新
た
に
東

ω

京
の
郭
内
が
十
五
区
に
画
定
さ
れ
る
ま
で
続
い
た
。
そ
れ
故
そ
の
五
の
引

札
は
明
治
五
年
か
ら
十

一
年
の
間
に
製
作
さ
れ
た
と
推

定

さ

れ

る
。
そ

の
六

(第
六
図
)
は
大
阪
の
ナ
ビ
オ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お

い

て

行

わ
れ
た

「暮
ら
し
の
中
の
美
-
1
江
戸
/
明
治
/
大
正
び
い
ど
う

・
ぎ
や
ま
ん
展
」

に
展
示
さ

囮

れ
、
同
展
の
図
録
に
も
掲
載
さ
れ
た
。
店

の
所
在
地
は

「
東
京
日
本
橋
区

一53一
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圖

通
塩
町
十
三
番
地
L
で
あ
る
。
こ
の
行
政
区
画
は
上
に
述
べ
た
十
五
区
制
に
よ
る
も
の
で
、
明
治
十

一
年
か
ら
昭
和
七
年
ま
で
続
い
た
。
し
た

が

っ
て
本
来
な
ら
ば
、
そ

の
六
の
引
札
が
こ
の
長
期
に
亘
る
期
間
の
ど
の
時
期
に
製
作
さ
れ
た
か
を
推
定
す
る
こ
と

は
困
難
な
は
ず
で
あ
る
が
、

幸
い
こ
の
引
札

の
上
部
に
は
明
治
十
四
年
の
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
お
い
て
熊
崎
安
太
郎
に
与
え
ら
れ
た

「
進
歩
賞
牌
」
の
図
が
誇
示
さ

れ
て
お
り
、
恐
ら
く
受
賞
後
間
も
な
く
製
作
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
そ

の
五
、
そ
の
六
の
引
札
に
は
加
賀
屋
吉
郎
兵
衛
の
商
標
、

㈲

山
吉

(第
七
図
)
に
類
似
の
商
標
、
出
山
吉
が
刷
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と

こ
ろ
で
そ
の

一
か
ら
そ
の
四
ま
で
の
引
札
に
刷
ら
れ
た
屋
号
、
名
、
印

(加
賀
屋
、
久
兵
衛
ま
た
は
安
太
郎
、
一閣

一)
と
、
そ
の
五
、
そ

の
六
の
引
札
に
刷
ら
れ
た
屋
号
、
姓
名

(加
賀
屋
、
熊
崎
安
太
郎
)
を
比
較
す
れ
ば
、
前
者
の
屋
号
、
名
の
下
に
刷
ら
れ
た
印
の
文
字
が
姓
を

表
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
引
札
が
分
家
の
皆
川
久
兵
衛
に
よ

っ
て
製
作
さ
れ
た
も

の
で
な
い
こ
と
も
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。

二
、
内
国
勧
業
博
覧
会
資
料

内
国
勧
業
博
覧
会
ば
明
治
十
年
、
十
四
年
、
二
十
三
年
、
二
十
八
年
、
三
十
六
年
の
五
回
に
亘

っ
て
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
公
式
記
録
ば
内
国

勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
あ
る
い
は
農
商
務
省
博
覧
会
掛
に
よ

っ
て
ま
と
め
ら
れ
、

出
品
目
録
、
出
品
解
説
、

審
査
評
語

(審
査
報
告
)
、
報
告

書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
熊
崎
安
太
郎
な
ら
び
に
二
代
目
皆
川
久
兵
衛
は
、
当
時
い
ず
れ
も
代
表
的
な
業
者
で
あ

っ
た
と
み
え
て
、
こ
れ
ら
の

各
種
記
録
に
両
者

の
事
績
が
散
見
せ
ら
れ
る
。
い
ま
そ
れ
ら
主
要
な
も
の
を
集
め
、
こ
の
条
の
末
尾
に
資
料
と
し
て
収
録
し
て
お
く
。

さ

て
熊
崎
久
兵
衛
、
安
太
郎
の
屋
号
が
加
賀
屋
で
あ

っ
た
こ
と
ば
上
記
引
札
か
ら
直
接
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
皆
川
久
兵
衛
の
屋
号
が

同
じ
く
加
賀
屋
で
あ

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は

「
随
筆
が
ら
す
や
む
か
し
語
」
所
載

の
久
兵
衛

の
写
真
説
明

(第
十
図
参
照
)、
な
ら
び
に

「
日
本

近
世
窯
業
史
」
か
ら
の
上
記
引
用
文
、
第
六
の
段
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
後
年

の
記
述
で
あ
る
。
古
い
記
録
と
し
て
は
明

一54一



飼

治
十

二
年
発
行

の

「
東
京
繁
盛
番
付
」
の
内
、
「
ガ
ラ
ス

ラ
ン
プ
」

の
行
司
の
欄
に
み
ら
れ
る

「本
丁
四
加
賀
屋
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
氏
名

が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
内
国
勧
業
博
覧
会
資
料
か
ら
皆
川
久
兵
衛
の
住
所
が

「
本
町
四
丁
目
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
、
間
接
的
た

手
段

に
よ
る
も

の
で
は
あ
る
が

一
応
皆
川
久
兵
衛
の
屋
号
も
加
賀
屋
で
あ

っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

と

こ
ろ
で

「
日
本
近
窯
世
業
史
」
か
ら
の
上
記
引
用
文
、
第
六
の
段
に
皆
川
久
兵
衛
は
、

「
明
治
七
年
高
令
を
以

て
逝
く
」
と
記
さ
れ
て
い

る
し
、
こ
の
こ
と
は
後
述
の
別
資
料

(第
九
図
参
照
)
に
よ
っ
て
も
確
か
め
ら
れ
る
の
で
、
明
治
十
年
以
降
の
内
国
勧
業
博
覧
会

へ
の
出
品
者
、

本
町

四
丁
目
在
住
の
皆
川
久
兵
衛
は
二
代
目
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
皆
川
久
兵
衛
に
つ
い
て

「
明
・耐+
四
年
第

二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
報
告

㈲

書
」
に
は
、

皆

川
久
兵
衛

ハ
其
父
嘗
テ
杉
田
成
卿

二
就
キ
テ
西
洋
ノ
器
械
ヲ
製
ス
ル
事
ヲ
学
ヒ
、
業
成
テ
模
成
ス
ル
事
年
ア
リ
、
久
兵
衛
其
業
ヲ
襲
キ
テ

今

二
至
ル
、

と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

「
其
父
」
と
い
う
の
は
養
父
初
代
皆
川
久
兵
衛
で
あ
り
、
初
代
は

「杉
田
成
卿

二
就
キ
テ
西
洋
ノ
器
械
ヲ
製
ス
ル

事
ヲ
学

ヒ
、
業
成
テ
模
成

ス
ル
事
年
ア
リ
」
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
『
日
本
近
世
窯
業
史
」

か
ら
の
上
記
引
用
文
、
第
三
の
段
に

「
当
時
伊

東
玄
朴
、
杉
田
隆
慶
、

大
槻
貢
作
等
の
蘭
医
は
、

屡
々
久
兵
衛
を
呼
び
て
、

寒
暖
計
、

ホ
ク
ト
メ
ー
タ
ー
等
の
製
造

に
関
す
る
智
識
を
伝
授

せ
り
」
と
記
さ
れ
た
久
兵
衛
は
、
や
は
り
分
家
の
皆
川
久
兵
衛
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
佐
久
間
象
山
か
ら

「
強
度
の
薬
品
を
入
る

・
も

故
障
を
生
ぜ
ざ
る
硬
硝
子
」
の
製
法
を
学
ん
だ
と
い
う
久
兵
衛
に
対
し
て
も
、

「
眼
鏡
の
製
作
の
み
を
為
し
た
る
に
は
あ
ら
ざ
る
が
如
し
」

と

評
さ
れ
、
か

つ
ガ
ラ
ス
に
関
し
て
は
、
む
し
ろ
問
屋
的
な
立
場
に
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
主
家
の
久
兵
衛
を
擬
す
る
よ
り
は
、
手
代

の
頃
か
ら

大
坂

で
ガ
ラ
ス
の
製
造
を
修
業
し
て
き
た
職
人
と
し
て
の
分
家
の
久
兵
衛
を
考
え
る
方
が
、
は
る
か
に
穏
当
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
主
家
の

引
札

(第
二
版
)
の
口
上
に

「
御
薬
瓶
之
儀
者
強
気
物
受
合
」

(
御
薬
瓶

の
儀
は
強
気
物
請
合
い
)

と
記
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
、
そ
の
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技
術
は
分
家
の
久
兵
衛
に
依
存
し
て
い
る
と
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

な
お
主
家
の
問
屋
的
性
格
は
久
兵
衛
の
子
、
熊
崎
安
太
郎
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
第

一
回
内
国
勧
業
博
覧

働

棚
橋
補

会
の
折
、
安
太
郎
は
第
二
区
第
三
類
破
璃
の
部
に

「薬
瓶
硝
子
青
笠
蓋
」
を
、
ま
た
第

二
区
第
十
六
類
教
育
器
具
の
部

に

「
寒
暖
計

(
一
)水
銀
製

圏

(二
)
赤
製
0
験
酒
器

(三
)
水
銀
製

(四
)
赤
製
○
験
湿
器

(五
)
」
を
出
品
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

芝
神
明
町
裏
通

の
荒
木
春
庵
な
る
者
に

製
作
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
分
家

の
職
人
的
性
格
は
、
や
は
り
本
町
四
丁
目
の
二
代
目
皆
川
久
兵
衛
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

(三

鋤

即
ち

二
代
目
は
同
じ
く
第
三
類
に

「
硝
子
結
晶

(
一
)
O
破
璃
文
房
具

(二
)
切
子
○
瓶

(二
)
台
付

(四
)
種
子
入
瓶
○
漏
斗

(五
)
」
を
、
第
十

⑳

六
類
に

「
寒
暖
計

(六
)
○
験
温
器

(七
)
筒
付
」
を
出
品
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
自
店
に
お
い
て
製
作
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

資
料

H
熊
崎
安
太
郎
関
係
記
録

⑳

ω
第

一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録

通
塩
町
熊
崎
安
太
郎

薬
瓶

(
一
)
硝
子
青
笠
蓋
芝
神
明
町
裏
通
荒
木
春
庵

同

通
塩
町
熊
崎
安
太
郎

寒
暖
計

(
一
)
芝
神
明
町
裏
通
荒
木
春
庵

(
二
)
赤
製
○
験
酒
器

(三
)
水
銀
製

(四
)
赤
製
O
験
湿
器

(五
)

圏

②
第

一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
解
説
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物

名

一
府
県
名

一
製

額

価

額

】
開
業
年
暦

水
銀
轟

羅

東
京
旦

売
価
署

諸

朋
一文
政
土

生

工
名
地
名

一
出
品
人
名

芝
神
籍

離

一熊
崎
案

郎

(3}

篁

面
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録四

上
同
町
熊
崎
安
太
郎

　
マ
マ
　

　
マ
マ
ね

 鉢

(二
)
破
瑠
」
堅
種
切
子
、
日
本
橋
区
通
塩
町
熊
崎
安
太
郎
△
鉢

(
二
)
同
上
△
鉢

(三
)
同
上
△
皿

(四
)
同
上
△
皿

(五
)
同
上
」
切
子
、
同

上
△
皿

(六
)
破
璃
」
切
子
、
同
上
△
蓋
物

(七
)
同
上
△
蓋
物

(八
)
同
上
△
蓋
物

(九
)
同
上
△
壕

(
一
〇
)
同
上
△
壕

(
=

)
同
上
△
高

脚
盃

(
一
二
)
同
上
△
高
脚
盃

(
一
三
)
同
上
△
文
鎮

(
一
四
)
同
上
L
切
子
蒐
形
、
同
上
△
文
鎮

(
一
五
)
同
上
」
切
子
、
大
形
、
同
上

△
文
鎮

(
=
ハ)
同
上
」
切
子
駿
狗
形
、
同
上
△
蓋
物

(
一
七
)
同
上
」
台
付
切
子
、
同
上
△
組
重

(
一
八
)
同
上
」
切
子
、
同
上
△
水
継

(
一
九
)
同
上
△

食
籠

(二
〇
)
同
上
△
水
呑

(二
一
)
同
上

同

上
同
町
熊
崎
安
太
郎

理
学
附
属
器
械

(
一
)
破
璃
堅
種
製
、
日
本
橋
区
通
塩
町
熊
崎
安
太
郎
△
化
学
附
属
器
械

(二
)
同
上

⑳

樹
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
評
語

進
歩
賞
牌
三
等

破
璃
器

東
京
府
日
本
橋
区
通
塩
町

熊
崎
安
太
郎

文
具
食
器
ノ
類
価
格
皆
貴
シ
然
レ
ト
モ
・提
梁
ノ
危
険
ナ
ル
銚
子
及
ヒ
太
厚
重
キ

ニ
失
ス
ル
ノ
鉢
ヲ
除
ク
ノ
外

ハ
製
作
良
巧
実

二
昔
日
ノ

比

二
非
ス
其
進
歩
ノ
著
キ
甚
タ
嘉
賞
ス
可
シ
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㈲
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
報
告
書

世
上
凡
百
ノ
器
具
漸
ク
面
目
ヲ
改
ム
ル
ノ
今
日

二
当
テ
破
璃
ノ
日
常

二
必
用
ナ
ル
ハ
固
ヨ
リ
言
フ
ヲ
倹

タ
ス
而
シ
テ
熊
崎
安
太
郎
ノ
出

品
ハ
之
ヲ
数
年
前

二
比
ス
レ
ハ
著
シ
ク
進
歩
シ
殆
卜
人
間
ノ
需
用
ヲ
補
足
ス
ル
ニ
至
レ
リ
然
レ
ト
モ
其
彫
琢

シ
タ
ル
鉢

ハ
体
質
厚
ク
シ

テ
斤
量
重
キ
ニ
過
キ
把
持
太
タ
便
ナ
ラ
ス
其
水
注

ハ
提
梁
ノ
両
端
余
地
ヲ
留
ム
ル
事
少
キ
ガ
為
メ
失
墜
ノ
虞
ナ
キ
ヲ
保
シ
難
シ
且
其
価

格

一
般

二
廉
ナ
ラ
ス
是
レ
注
意
ヲ
要
ス
ル
ノ
点
ナ
リ

囲同熊
崎
安
太
郎
モ
亦
理
学
附
属
器
械

ヲ
出
ス
、
其
論
評
ハ
本
款

〔
乙
〕
化
学
附
属
器
械

二
併
セ
論

ス
可
シ
、

…
…

(中
略
)
…
…

明
治
十
年
内
国
勧
業
博
覧
会

ニ
ハ
此
類

二
属

ス
ル
出
名

ハ
寒
暖
計
ヲ
出

ス
者
三
人
、
晴
雨
験
水
器

一
人
、
湿
燥
計

一
人
ナ
リ
シ
ガ
、
今

日
此
ノ
如
ク
盛
ナ
ル
ヲ
致
ス
、
以
テ
天
下

ノ
学
校
理
学
ノ
行

ハ
ル

・
ヲ
ト
ス
ベ
シ
、
本
款

二
出
陳
ス
ル
所
ノ
理
学
器

ハ
之
ヲ
用

フ
ル
目

途
二
種
ア
リ
、

一
ハ
学
校
教
育
ノ
用
二
充

ッ
ル
モ
ノ
、
製
練
社
及
ヒ
藤
島
常
興
ノ
物
理
器
械
、
助
力
器
械
ノ
式
様
熊
崎
安
太
郎

ノ
理
学

附
属
器
械
、
中
田
清
次
郎

ノ
幻
燈
等
是
レ
ナ
リ
、

一
ハ
理
学

二
原
シ
テ
人
生
日
用

二
供
ス
ル
者
、
広
瀬
自
想

ノ
伝
話
機
、
沖
秀
正
ノ
微

音
響
機
、
皆
川
久
兵
衛

ノ
験
液
器
、
寒
暖
計
等
ナ
リ
、

同東
京
府

ノ
熊
崎
安
太
郎

ハ
硝
子
製
造
ヲ
業
ト
ス
ル
者

ニ
シ
テ
、
出
ス
所
理
化
学
附
属
器
械

ア
リ
、
其
硝
子
製
造

ノ
原
質
左
ノ
如
キ
者
ヲ

用
フ石

粉

美
濃
垣
野
村
産

十
分
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鉛

陸
中
仙
台
細
倉
山
産

一
分

大
棚
砂

朝
鮮
産

六
分

堅
牢
ナ
ル
硝
子
ヲ
製
ス
ル
ニ
ハ
、
右
三
種
ノ
比
例

ノ
如
キ
分
量
ヲ
取
リ
先

ッ
鉛
ヲ
熔
解
セ
シ
メ
次

二
石
粉
ヲ
投

シ
、
撹
操

ス
ル
事
凡
三

時
間

ニ
シ
テ
瑚
砂
ヲ
和
シ
、
信
楽
壺

二
入
レ
紀
州
熊
野
備
長
炭
ヲ
用
ヒ
テ
煮
ル
事

一
昼
夜
間

ニ
シ
テ
、
汲
ミ
テ
之
レ
ヲ
水
槽

二
致
シ
、

冷
了

シ
テ
後
粉
末
ト
シ
、
再
ヒ
壺

二
入
レ
テ
煮
ル
事

一
昼
夜
鉛
ト
醐
砂
ノ
気
ヲ
去
リ
、
水
槽

二
致
シ
テ
冷

エ
シ
メ
テ
末
ト
ナ
シ
、
復
夕

壷

ニ
テ
煮
ル
事

一
昼
夜
、
石
粉

ノ
ミ
ノ
鋸
解
物
ト
ナ
ル
、
是
堅
牢
ナ
ル
硝
子
ノ
原
質
ナ
リ
、
之
レ
ヲ
鉄
管

二
巻
キ
取
リ
吹
キ
立
テ

・
劇

薬
ヲ
貯
蓄
ス
ル
瓶
或

ハ
理
化
学
用
ノ
器
械
ヲ
作
ル

ハ
マ
ニ

熊
崎
安
太
郎

ノ
作

ル
所

ハ
、
多
年
勉
励
ノ
効
ヲ
観
ル
ニ
足
ル
ヲ
以
テ
審
査
官
之
ヲ
有
功
三
等

二
擬

シ
タ
リ

㈲

ω
熊
崎
安
太
郎

(
二
代
目
)
関
係
記
録

㎝

ω
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録

二
千
瓦
剤
度
円
筒

同
有
栓
同

千
瓦
刻
度
同

五
百
瓦
剤
度
有
栓
同

二
百
瓦
刻
度
同

ガ
イ
ス
レ
ル
氏
管

吸
揚
ポ
ン
プ

日
本
橋
通
塩
町

=
二

同同同同同同

熊
崎
安
太
郎

同同同同同同
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押
揚
ポ
ン
プ

蝿
液
計
円
箇
附

秤
水
量
円
筒
附

脂
肪
漫
出
装
置

カ
イ
ス
レ
ル
氏
加
里
珠

ソ
ー
ビ
ー
ヒ
ク
氏
加
里
珠

分
離
漏
斗

乾
燥
管

空
気
ポ
ン
プ

炭
酸
定
量
堀

空
気
洗
海
装
置

比
重
境

冷
却
管

同浮
子
円
筒
附

外
科
用
縫
合
綿
巻
函

窒
素
球

青
線
入
ピ
1
レ
ソ
ト

同同同同同日
本
橋
通
塩
町

=
二

同同同同同同同同伺同同同

同同同同同熊
崎
安
太
郎

同同同同同同同同岡同同同

一 日o一



雌
伺切

リ
分
ケ
切
子
台
附
菓
子
入

　

ニ八
り
切
リ
分
ケ
切
子
丼

無
地
研
盃
粧

骸
切
子
皿

切
り
分
ケ
切
子
皿

日
本
橋
区
通
塩
町

=
二

同同同同

㈱
第
五
回
内
国
勧
業
徳
覧
会
審
査
報
告

其
大
、
其
七
、
典
八
、
物
理
学
器
械
擬
賃
衰

同 同 同 同 熊崎

安
太
郎

 

品

名

擬

1

府
暑

一
出
品
人
名

麹

学
墨

壕

一
翌

状

塞
璽

露

案

郎

其 同
九

化
学
器
械

擬
賞
表

品

名

冨

賞

質

玉

出
品
人
名

化
錆

蟄

器

一褒

状

蕎

一
籍

案

拙

国
皆
川
・久
兵
衛

(二
代
目
)
闘
係
記
録

m
第

H
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
.録

一 も1一



本
町
四
丁
目
皆
川
久
兵
衛

ヘ
マ
マ
ロ

硝
子
結
晶

(
一
)
○
破
璃
文
房
具

(二
)
切
子
○
瓶

(二
)
台
付

(四
)
種
子
入
瓶
○
漏
斗

(五
)

同

本
町
四
丁
目
皆
川
久
兵
衛

寒
暖
計

(六
)
○
験
温
器

(七
)
筒
付嗣

②
第

一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
解
説

破
璃
結
晶

本
街
四
丁

目

皆
川
久
兵
衛

製
法

鍾
ヲ
平
地

二
築
キ
炭
火
ヲ
熾
シ
其
中

二
増
塙
ヲ
入
レ
焼
ク
事

一
昼
夜

ニ
シ
テ
珪
石
末
及
ビ
鉛
硝
石
ノ
三
味
ヲ
混
和
シ
垣
塙

二
入

レ
焼
ク
事

一
昼
夜
其
舘
解
シ
タ
ル
ヲ
水

二
入
レ
冷
シ
又
坦
塙

二
入
レ
焼
ク
事

一
日
許

ニ
シ
テ
鋸
解
シ
タ
ル
破
璃

ヲ
鉄
管

二
巻
キ
吹
キ
製

造

ス

同同㈲

墓1瑛矧
*1破 物

名

」
府
県
名
゜

製

額

価

額

一
嬰

年
暦

工
名
地
名

一
出
品
人
名

結

晶

一
*

三
千
五
百
円

天

禽

百

一皆
川
久
喬

物

名

府
県
名

一
製

額

価

額

開
業
年
暦

】
工
名
地

名

出
品
人
名

寒

鐸

二
闘

一
*

一
奮

四
丁
目

「
皆
川
久
兵
衛

*
東
京
府
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働

偶
第

一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
評
語

全
*

破
璃
結
晶
形
破
璃
文
房
具

本
町
四
丁
目

皆
川
久
兵
衛

結
晶
形

ハ
舶
来
品
ノ
模
造

ニ
シ
テ
工
技
嘉

ス
ベ
シ
文
房
具

ハ
漢
国
博
覧
会
ノ
出
品
ト
同
種

ニ
シ
テ
良
品
ナ
リ

*
花
紋

(賞
牌
r
棚
橋
補
)

側

困
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録

日
本
橋
本
町
四
丁
目
皆
川
久
兵
衛

引
提
酒
器

(
一
)
破
璃
堤
」
二
個
盃
六
個
各
器
面
中
央
艶
消
地
透
明
花
卉
模
様
彫
刻
、
府
下
南
葛
飾
郡
柳
島
村
山
口
鎌
太
郎
、
△
引
提
酒
器

(二
)
同
上

△
瓶

(三
)
同
上
大
形
丸
広
ロ
、
日
本
橋
区
本
町
四
丁
目
皆
川
久
兵
衛

△
瓶

(四
)
同
上
L
中
形
大
広
口
、
同
上
△
瓶

(
五
)
同
上
L
形
丸
広
小
口
、

ヘ
マ
こ

同
上
、
△
瓶
入
皮
張
薬
籠

(六
)
破
璃
牛
皮
」
角
形
表
面
皮
貼
裏
面
ヒ
ロ
ー
ド
貼
函
方
影
塚
四
十
個
入
、
下
谷
区
金
杉
町
石
鍋
啓
次
郎

幽同

ヘ
マ
マ
　

本
町
三
丁
目
皆
川
久
兵
衛

寒
暖
計

(
一
)
破
璃
管
木
製
枠
」
玉
入
管
純
色
水
銀
入
華
氏
ノ
度
盛
、
日
本
橋
区
本
町
四
丁
目
皆
川
久
兵
衛
、
水
銀
盛
本
所
松
井
町

一
丁
目
小
林
久
太
郎

ハ
ユ

リ

ム
寒

暖

計

(
二
)

同
上
」
純
色
水
銀
入
華
氏
列
氏
摂
氏

ノ
三
種
度
盛
、
同
上
ム

ユ
リ

子

メ

ー

ト

ル

(
三
)
破
璃
L
廿

五
度
目
盛
、
同
上
ム

ホ

ク

ト

メ

ー

ト

ル

(
四
)
破
璃
水
銀
」
百
度
目
盛
、
同
上
ム

ホ

ク

ト

メ
ー

ト

ル

(
五
)
同
上
L

ボ
ー

メ
五
十
度

入
目
盛
、

同
上

△
箸

量

器

(
六
)
破
璃
」

一
弓

量
、
破
璃
皆
川
久
兵
衛

弓
目
盛
、
本
銀

町

一
丁
目
小
倉
清
助
△

弓

量

計

(
七
)
同
上
L

二
弓
量
、
同
上
△

弓

量

計

(
八
)
同
上
」
三
弓
量
、
同
上
△

箸

量

器

(九
)
同
上
」
四
弓
量
、
同
上
△

弓
量

器

(
一
〇
)
同
上
」

五
宅
量
、
同
上

△
弓

量

器

(
二

)

同
上
」

六
弓
量
、
同
上

△
弓

量

器

(
一
二
)

同
上
L

八
弓
量
、
同
上

△
弓

量

器

(
一
三
)
同
上
L

十
弓
量
、
同
上
△
弓

量

計

(
}
四
)
同
上
」
十

二
弓
量
、
同
上
△

弓

量

計

(
一
五
)
同
上
」
十

六
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弓
量
、
同
上
△
箸
量
計

(
=
ハ)
同
上
L
二
十
箸
量
、
同
上
△
弓
量
器

(
一
七
)
同
上
」
二
十
五
弓
量
、
同
上
ム
ダ
ラ
ク

マ
量
器

(
一
入
)
同
上
L

一
ダ
ラ
ク
マ
量
、
同
上
ム
ダ
ラ
ク
マ
量
器

(
一
九
)
同
上
」
ニ
ダ
ラ
ク
マ
量
、
同
上

ム
ダ
ラ
ク
マ
量
器

(二
〇
)
同
上

三
ダ
ラ
ク
マ
量
、
同
上
ム

ダ
ラ
ク
マ
量
器

(二
一
)
同
上
」
四
ダ
ラ
ク
マ
量
、
同
上
ハ
テ
キ
量
器

(二
二
)
同
上
」
六
十
テ
キ
量
、
同
上

圃

㈲
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
評
語

有
功
賞
牌
三
等

破
璃
器

東
京
府
日
本
橋
区
本
町

皆
川
久
兵
衛

薬
量
器
壕
子
ノ
類
製
作
佳
良

ニ
シ
テ
使
用

二
適

ス
而
シ
テ
価
格
甚
タ
廉
ナ
リ
其
有
功
嘉
賞

ス
可
シ

㈲

個
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
報
告
書

皆
川
久
兵
衛

ハ
其
父
嘗
テ
杉
田
成
卿

二
就
キ
テ
西
洋
ノ
器
械
ヲ
製
ス
ル
事
ヲ
学
ヒ
、
業
成
テ
模
成
ス
ル
事
年

ア
リ
、
久
兵
衛
其
業
ヲ
襲

キ
テ
今

二
至
ル
、
明
治
十
年
勧
業
博
覧
会

二
寒
暖
計
等
ノ
出
品
ア
リ
、
本
年
又
験
液
器
寒
暖
計
ヲ
出
ス
、
其

験
液
器

ハ
製
作
精
巧
其
形

状
亦
模
シ
得
テ
佳
ナ
リ
、
審
査
官
之
レ
ヲ
有
功
三
等

二
擬

ス
、
其
寒
暖
計
ノ
如
キ

一
ハ
養
蚕
家
ノ
用

二
共
ス
ル
者
、

一
ハ
華
氏
設
氏
列

氏
ノ
比
較
ヲ
表

ス
、
製
作
可
ナ
リ
、
唯
惜
ム
ラ
ク
ハ
画
度
柳
精
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
見
ル
、
然
レ
ト
モ
之
レ
ヲ
前
回

ノ
出
品

二
比
ス
レ
バ
其
技

進
ム
ト
云
フ
可
シ
、

三
、
古
文
書
等

H
破
璃
製
造
人
組
合
設
立
御
鑑
札
下
附
願

明
治
十
二
年
四
月
、

東
京
の
ガ
ラ
ス
製
造
販
売
人
七
十
四
名
が

「
御
府
下

ノ
製
造
益
々
盛
大

二
至

ラ
シ
メ
肯
テ
外
国
ノ
輸
入
ヲ
待
タ
ザ
ル

様
」

に
す
る
た
め
、
仲
間
組
合
設
立
の
認
下
を
知
事
に
願
い
出
た
。
そ
の
折
の
惣
代
四
名
中
に

「
日
本
橋
区
通
塩
町
十

三
番
地

平
民

熊
崎

㈲

安
太
郎
」
と

「
日
本
橋
区
本
町
四
丁
目
二
十

一
番
地

同

皆
川
久
兵
衛
」
(
二
代
目
)
の
名
が
み
ら
れ
る
。
し
か
も
四
名

の
惣
代
の
内
、
安
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太
郎
は
最
初
に
、
久
兵
衛
は
最
後
に
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
久
兵
衛
が
ガ
ラ
ス
業
界
を
代
表
す
る
存
在
で
あ

っ
た
こ
と
が

㈲

察
知
せ
ら
れ
る
。
因
に
明
治
十
二
年
六
月
と
八
月
、
前
後
三
回
に
別
け
て
皆
川
久
兵
衛
以
下
七
十
六
名
に
鑑
札
が
付
与
さ
れ
た
。

目
東
京
繁
盛
番
付

「
髄
筆
が
ら
す
や
む
か
し
語
」
に
は
、
明
治
十
二
年
発
行

「
東
京
繁
盛
番
付
」
の
内
、

「
ガ
ラ
ス

ラ
ン
プ
」

の
部

が
掲
載
さ
れ
て
い
る

(第

八
図
)
。
そ
の
中
で
は
行
司
と
し
て

「
本
丁
四
加
賀
屋
」
が
、

ま
た
勧
進
元
と
し
て

「
同
丁

(通
シ
ホ
丁
ー

棚
橋
註
)
加
賀
屋
」
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
力
士
や
行
司
が
引
退
し
て
年
寄
と
な
り
、
本
場
所
の
場
合
年
寄
が
勧
進
元
を
勤
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
通
塩
町
の
本
家
熊
崎
安
太
郎
と
、

当
時
本
家
を
凌
ぐ
活
躍
を
し
て
い
た
本
町
四
丁
目
の
分
家
二
代
目
皆
川
久
兵
衛
と

の
関
係
を
、
こ
の
番
付
は
示
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

日
差
入
申
証
書
之
事

佐

々
木
源
蔵
氏
は

「
随
筆
が
ら
す
や
む
か
し
語
」

に
、
熊
崎
安
太
郎
の
許

で
明
治
十
二
年
頃
年
季
奉

公
を
し
て
い
た
徒
弟
、
桜
井
猶
次

郎
に
関
す

る

「
差
入
申
証
書
之
事
」

の
写
真
を
掲
載
し
、
解
説

を
加
え
て
お
ら
れ
る
。
同
書
所
載
の
写
真
版
の
文

字
ば
小
さ
く

一
部
不
鮮
明
な
箇
所
も
あ

っ
て
正
確

に
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
ぬ
の
で
、
原
文
と
多
少

表
現
が
異
な
る
が
、
佐

々
木
氏
に
よ
る
読
み
下
し

圃

文
を
転
載
す
る
。
な
お

こ
の
証
書
は
加
賀
定
四
代
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目
河
野
三
郎
氏
所
蔵
の
も

の
で
あ
る
が
、
皆
川
久
兵
衛
の
写
真
と
共
に
現
在
知
人
宅
に
あ
る
ら
し
く
、
閲
覧
は
で
き
な
か

っ
た
。

差
入
れ
申
す
証
書
の
事

一
ッ

私

儀

先
般
中
よ
り
ガ
ラ
ス
吹
物
職
工
修
行

の
為
め
、
御
召
仕
ひ
下
さ
れ
候
処
、
此
度
不
図
心
得
違
い
仕
り
、
年
限
未
済
中
か
け
出
し
、
不
当
の
か

ど
か
ど
申
上
げ
、
遂
々
恐
入
奉
り
候
。
右
は

一
度
び
御
詑
び
相
叶
い
候
様
、
扱
い
の
者
迄
段
々
相
頼
み
、
連
れ
て
御
詑
申
上
候
処
、
御
聞
き

届
け
下
さ
れ
、
難
有
存
じ
奉
り
候
。
其
瑚
り

一
旦
相
済
み
候
処
、
亦
々
不
心
得
仕
り
、
御
家
規
に
相
背
き
候
て
。
当
今
先
非
後
悔
仕
り
、
以

後
右
体
の
不
都
合
不
心
得
等
仕
ら
ざ
る
は
勿
論
、
屹
度
改
心
仕
り
候
間
、
連
れ
て
御
詑
び
願
度
く
、
又
々
御
扱
い
下
さ
れ
候
御
仁
ま
で
相
歎

き

候
処
。
段

々
の
御
説
諭
相
受
け
、
只
今
よ
り
改
心
仕
り
、
以
後
の
処
置
と
御
申
聞
け
の
趣
き
、
堅
く
相
守
り
可
申
候
間
。
御
扱

の
方
々
よ

り
、

一
と
度
御
詑
び
相
願
い
呉
れ
候
様
申
出
で
候
処
、
右
扱
の
者
迄
に
対
し
、
御
詑
び
相
叶
い
難
有
仕
合
に
存
じ
奉
り
候
。
然
る
上
は
、
向

後

一
際
出
精
勉
励
仕
り
、
相
は
げ
み
候
様
可
仕
候
。
且
又
今
般
年
限

の
処
も
、
更
に
当
十

二
年
十
二
月
三
十
限
り
相
定
め
、
日
限
中
、
御
扱

の
方
々
御
引
受
け
に
て
、
前
文
通
り
出
精
専

一
に
相
守
り
可
申
候
。
若
し
万

一
柳
か
た
り
共
相
反
し
候
節
は
、
私
共
は
勿
論
、
受
人
の
者
ま

で
厳
重
の
御
申
立
有
之
候
共
、
御
申
聞
け
の
趣
き
屹
度
相
心
得
。
御
迷
惑
御
損
毛
相
掛
け
申
間
敷
候
。
後
証
の
為
め
差
入
れ
申
す
。
連
印
証

書
傍
て
件
の
如
し
。

明
治
十
二
年
二
月

右

桜

井

猶

次

郎

右
同
人
実
母

桜

井

か

つ

㊥

前

書
の
通
り
私
共
引
受
け
、
本
人
義
精
励
仕
ら
せ
可
申
候
。
其
為
め
連
印
仕
り
候
也
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同 同 同 引
受
人

山

口

鎌

次

郎

㊥

稲

生

磯

蔵

㊥

沢

定

次

郎

㊥

荒

井

忠

太

郎

㊥

熊

崎

安

太

郎

殿

圃

(加
賀
屋
)
熊
崎
安
太
郎
に
対
す
る
猶
次
郎

(後
の
加
賀
万
、
桜
井
直
次
郎
)

の
引
受
人

の
一
人
、
(加
賀
屋
)
沢
定
次
郎
は

(加
賀
屋
)

㎝

皆
川
久
兵
衛

の
許
で
修
業
し
、
明
治
二
年
に
独
立
し
た
者
で
u、
加
賀
屋

一
家
の
複
雑
な
人
間
関
係
を
こ
の
証
書
か
ら

み
て
と
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。四

、
そ
の
他

以
下
の
本
文
に
つ
い
て
ば
熊
崎
庸
展
氏
並
び
に
宮
坂
哲
子
氏
に
原
稿
を
御
覧
い
た
だ
き
公
表
の
御
承
諾
を
得
た
。

H

二
代
目
熊
崎
安
太
郎
の
除
籍
原
本

大
正
十
二
年
九
月

一
日
の
震
災
で
、
日
本
橋
区
役
所
に
あ

っ
た
熊
崎
家
の
戸
籍
原
本
は
す
べ
て
焼
失
し
た
。
そ
の
後

大
正
十
五
年
に
関
係
者

の
証
言
な
ど
を
も
と
に
二
代
目
安
太
郎

の
戸
籍
原
本
が
再
製
さ
れ
た
。
し
か
し
役
所

の
話
で
は
当
時
既
に
除
籍
さ
れ
て
い
た
者
に
つ
い
て
は
、

除
籍
原
本
の
再
製
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
初
代
安
太
郎
に

つ
い
て
の
除
籍
原
本
も
再
製
さ
れ
て
お
ら
ず
、
除
籍
原
本
を
も

と
に
初
代
に
つ
い
て
の
調
査
を
進
め
る
こ
と
は
も
は
や
不
可
能
な
の
で
あ
る
。

さ

て
二
代
目
安
太
郎
の
除
籍
謄
本
か
ら
同
人
の
経
歴
を
差
支
え
な
い
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
で
以
下
に
略
記
す
る
。

明
治
八
年
三
月

一
日

初
代
熊
崎
安
太
郎

長
男
悦
太
郎
出
生
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明
治
三
十
五
年
五
月
十
九
日

明
治
三
十
五
年
六
月
九
日

明
治
三
十
五
年
六
月
十
四
日

明
治
三
十
五
年
七
月
十
九
日

昭
和
二
十
二
年

一
月
十
五
日

口
龍
興
院
過
去
帳

悦
太
郎
、
中
山
ち
よ
と
婚
姻

初
代
安
太
郎
隠
居
、
長
女

マ
サ
家
督
相
続

長
女

マ
サ
隠
居
、
長
男
悦
太
郎
家
督
相
続

悦
太
郎
、
安
太
郎

(
二
代
目
)
と
名
を
変
更

二
代
目
安
太
郎
死
亡

熊
崎
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
墨
田
区
横
川
の
龍
興
院
住
職
大
島
俊
雄
氏
か
ら
の
書
簡
に
よ
る
と
、
同
院
に
あ

っ
た
過
去
帳
は
寺
院
と
共
に
震
災

で
焼
失
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
再
製
さ
れ
た
過
去
帳
に
は
熊
崎
家
に

つ
い
て
大
正
二
年
以
降
の
記
録
し
か
な
く
、
昭
和
四
年

の
墓
処
移
転
の

際
に
行
わ
れ
た
再
火
葬
時
の
記
録
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
と
い
う
。
従

ウ
て
上
記
過
去
帳
か
ら
知
り
得
る
こ
と
は
以
下
に
記
す
悦
太
郎

(
二

代
目
安
太
郎
)
の
両
親
の
残
年
月
日
ま
で
で
あ
る
。

安
住
院
操
誉
妙
寿
大
姉

大
正
二
年
五
月
二
十
八
日

悦
太
郎
母

光
照
院
徳
誉
安
楽
居
士

大
正
五
年
四
月
二
十
四
日

悦
太
郎
父

国
熊
崎
家
当
主
の
談

昭
和
五
十
六
年
十

一
月
十

一
日
、
東
京
都
渋
谷
区
初
台

一
丁
目
二
十
九
番
二
号
在
住
の
二
代
目
安
太
郎
二
男
熊
崎

庸
展

(本
名
福
次
)
氏
か

ら
同
家
の
先
祖
の
こ
と
な
ど
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
同
氏
の
語
ら
れ
た
こ
と
を
適
宜
要
約
し
て
以
下
に
記
す
。

①
以
前
は
加
賀
屋
と
号
し
て
お
り
、
加
賀
の
出
で
あ
る
。

②
加
賀
は
熊
崎
姓
が
多
い
こ
と
か
ら
も
①
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
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⑨
今
次
大
戦
中
、
先
代

の
二
代
目
安
太
郎
か
ら
預
ウ
た
熊
崎
家
文
書
は
疎
開
先
で
焼
失
し
た
。

④
最
近
仏
壇
か
ら

一
枚

の
覚
え
書

(第
九
図
)
、
な
ら
び
に
位
牌
が
み

つ
か

っ
た
。
位
牌
は
後
年
作
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。

覚
え
書

位
牌
表

位
牌
裏

深

明
治
七
年

甲
戌

四
月

一
日

心

宣
翌
小
二
年

己
酉

二
月
十
九
日

第九図 熊崎家文書 「覚え書」。熊崎庸展氏蔵。

小笠原写真館(渋 谷区初台1-11)撮 影。
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⑤
疎
開
先
で
焼
失
し
た
も
の
の
中
に
背
景
に
寒
暖
計
、
晴
雨
計
な
ど
を
配
し
た
丁
髭
姿
の
久
兵
衛
の
油
絵
肖
像
画

(縦
二
尺
五
、
六
寸
、
横

一
尺
五
寸
位
)
と
初
代
安
太
郎

の
着
物
姿
の
肖
像
画
が
あ

っ
た
。
こ
の
二
点
は
庸
展
氏
の
幼
少
の
頃
、
壁
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
久
兵
衛
の
肖
像
は

「
随
筆
が
ら
す
や
む
か
し
語
」
所
載
の
皆
川
久
兵
衛
の
写
真
に
酷
似
し
て
い
た
。

⑥
二
代
目
安
太
郎
は
油
絵
に
画
か
れ
た
久
兵
衛
が
同
家
の
祖
先
で
あ
る
と
話
し
て
い
た
。

⑦
二
代
目
安
太
郎
の
妻
ち
よ
は
肖
像
画
を
見
上
げ
な
が
ら
、
久
兵
衛
が
佐
久
間
象
山
、
そ

の
他

の
学
者
と
交
際
し
て
い
た
と
話
し
て
い
た
。

⑧
皆
川
久
兵
衛
が
何
故
熊
崎
家
の
祖
先
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
伝
承
は
同
家
に
な
い
。

⑨
二
代
目
安
太
郎
は
大
正
六
年

の
秋
頃
ま
で
通
塩
町
で
営
業
し
て
い
た
。
店
は
問
屋
形
式
で
間
口
二
間
半
か
ら
三
間
位
で
あ

っ
た
が
、
奥
行

が
深
く
、
中
庭
を
は
さ
ん
で
奥
に
住
居
が
あ

っ
た
。

⑩
熊
崎
家

の
菩
提
寺
は
墨
田
区
横
川

一
丁
目
三
番
十
八
号
所
在
の
浄
土
宗
龍
興
院
で
み
る
。

⑪

現
在
龍
興
院
に
あ
る
熊
崎
家
の
墓
石
は
二
代
目
安
太
郎
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
。

⑫

二
代
目
安
太
郎
の
妻
ち
よ
は
時
折
浅
草
に
あ
る
浄
土
真
宗
東
京
本
願
寺

へ
墓
参
し
て
い
た
。

と

こ
ろ
で
龍
興
院
住
職
大
島
俊
雄
氏
に
よ
る
と
、
覚
え
書
の
法
名
、
並
び
に
位
牌
に
み
ら
れ
る
皆
川
久
兵
衛
の
法
名
に
は
釈
の
字
が
用
い
ら

れ

て
お
り
、
こ
れ
は
浄
土
宗
で
は
な
く
浄
土
真
宗

(西
本
願
寺
)
の
宗
徒
に
付
さ
れ
る
法
名
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
同
じ
位
牌
に
併

記
さ
れ
て
い
る
も
う

一
つ
の
法
名
は
浄
土
宗
宗
徒
の
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
。

凶

二
代
目
皆
川
久
兵
衛
、
皆
川
久
蔵

の
除
籍
原
本

初
代
皆
川
久
兵
衛

の
除
籍
原
本
は
、
久
兵
衛
に
ゆ
か
り

の
地
で
あ
る
浅
草
花
川
戸
な
ら
び
に
大
伝
馬
町
を
そ
れ
ぞ
れ
管
轄
す
る
区
役
所
、
即

ち
台
東
区
役
所
お
よ
び
中
央
区
役
所
日
本
橋
特
別
出
張
所
に
現
在
と
も
に
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
。
し
た
が

っ
て
除
籍
原
本
を
基
に
、
初
代
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に

つ
い
て
の
調
査
を
進
め
る
こ
と
も
、
ま
た
熊
崎
家
と

の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
。
な
お
明
治
三
十
九
年
ま
で
日
本
橋

区
大
伝
馬
町
三
丁
目
に
籍
を
お
い
て
い
た
皆
川
寅
蔵
が
、
初
代
皆
川
久
兵
衛
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
和
田
ス
ミ

(寅
蔵

の
子
)
氏
に
問
い
合
せ
た
が
、
同
氏
は
ま
だ
二
才
の
頃
父
を
亡
さ
く
れ
て
お
り
、
ま
た
誰
か
ら
も
皆
川
久
兵
衛
の
こ
と
は
聞
い
て
お
ら
れ
な
い

と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

さ
て
二
代
目
皆
川
久
兵
衛
の
除
籍
原
本
は
、
二
代
目
が
少
く
と
も
明
治
十
年
か
ら
十
四
年
に
か
け
て
在
住
し
て
い
た

(旧
)
本
町
四
丁
目
二

十

一
番
地
を
管
轄
す
る
中
央
区
役
所
日
本
橋
特
別
出
張
所
に
は
存
在
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
恐
ら
く
震
災
で
焼
失
し
、
当
時
転
籍
し

て
い
た
た
め
に
除
籍
原
本
は
再
製
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
常
盤
町
を
管
轄
す
る
江
東
区
役
所
に
は
極
め

て
簡
略
な
も
の
で
あ
る

が
、

二
代
目
久
兵
衛
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
除
籍
原
本
が
震
災
を
ま
ぬ
が
れ
て
残

っ
て
い
た
。
い
ま

二
代
目
久
兵
衛
お

よ
び
久
蔵
の
除
籍
謄
本

か
ら
差
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
部
分
を
要
約
し
て
以
下
に
示
す
。

天
保
十

一
年
七
月
七
日

年

月
日
の
記
録
な
し

明
治
十
九
年
三
月
三
十

一
日

明
治
三
十
九
年
四
月
二
十
三
日

大

正
五
年
三
月
二
十
七
日

既
述
の
如
く
こ
の
除
籍
原
本
は
極
め
て
簡
略
な
も
の
で
あ
り
、

家
督
相
続
の
時
期
が
記
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
前
戸
主
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
皆
川
久
兵
衛
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
前
戸
主
が
初
代
で
あ

る
と
の
確
証
は
得
ら
れ

ず
、

し
た
が

っ
て
天
保
十

一
年
生
の
久
兵
衛
が
二
代
目
で
あ
る
こ
と
を
除
籍
原
本
の
上
か
ら
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
し
新
た
な
資

二
代
目
皆
川
久
兵
衛
、
小
林
又
三
郎
次
男
と
し
て
出
生

二
代
目
久
兵
衛
、
中
津
つ
る
と
婚
姻

二
代
目
久
兵
衛
長
男
、
久
蔵
出
生

二
代
目
久
兵
衛
隠
居
、
長
男
久
蔵
家
督
相
続

二
代
目
久
兵
衛
死
亡

一71一



料
に
よ

っ
て
訂
正
を
要
す
る
ま
で
は
二
代
目
と
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。

国
成
就
院
過
去
帳

皆
川
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
真
言
宗
成
就
院

(東
京
都
台
東
区
元
浅
草
四
丁
目
八
番
十
二
号
)
の
過
去
帳
に
は
、
初
代
皆
川
久
兵
衛
、
二
代
目

久
兵
衛
、
(
二
代
目
)
久
兵
衛
の
母
な
を
、

二
代
目
久
兵
衛
の
妻

つ
ね
、

久
蔵
他
の
名
が
み
ら
れ
る
。
い
ま
同
寺
の
過
去
帳
か
ら
上
記
の
者
に

つ
い
て
の
み
、
そ
の
残
年
月
日
、
戒
名
、
俗
名
を
抄
録
す
る
。

明
治
七
年

二
月
十
五
日

釈
真
教
信
士

皆
川
久
兵

工
氏

明
治

二
十

二
年
四
月
九
日

釈
妙
証
信
女

皆
川
な
を

至
誠
院
寿
山
道
喜
居
士
ト
改
ム

大
正
五
年
三
月
二
十
七
日

寿
山
道
喜
信
士

皆
川
久
兵

工

大
正
十
三
年
三
月
二
十
五
日

至
心
院
随
喜
妙
光
大
姉

皆
川

つ
ね

昭
和
三
十
七
年
十
二
月
二
十
九
日

誠
秀
院
久
遠
成
道
居
士

皆
川
久
蔵

「
皆
川
久
兵

エ
」
と

「
皆
川
な
を
」
の
名
は
そ
れ
ぞ
れ
当
該
年
の
末
尾
に
み
ら
れ
、
共
に
後
か
ら
書
き
加
え
ら
れ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
戒
名
も
他
宗
の
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
二
代
目
久
兵
衛
の
戒
名
は
後
に
遺
族
の
申
し
出
に
よ
り
傍
記
の
如
く
変
更
さ
れ
た
と
い
う
。

因
に
二
代
目
久
兵
衛
の
妻

つ
る
ば
過
去
帳
に
は

つ
ね
と
記
さ
れ
て
い
る
。

因
宮
坂
哲
子
氏
の
談

昭
和
五
十
七
年
二
月
十

一
日
、
東
京
都
葛
飾
区
亀
有

一
丁
目
十
番
六
ー
四
号
在
住
の
宮
坂
哲
子

(
二
代
目
皆
川
久
兵
衛
の
孫
)
氏
か
ら
同
家

の
先
祖
に
つ
い
て
伺
い
得
た
こ
と
を
要
約
し
て
記
す
。
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①
初
代
、
二
代
目
久
兵
衛
に
関
す
る
遺
品
、
写
真
な
ど
は
震
災
で
焼
失
し
た
。

②

「
日
本
ガ
ラ
ス
工
業
史
」

「
随
筆
が
ら
す
や
む
か
し
語
」
所
載

の
記
事
程
度
の
こ
と
し
か
わ
か

っ
て
い
な
い
。

③

三
代
目
に
当
る
皆
川
久
蔵
は
上
記
の
図
書
所
載
の
記
事
に
つ
い
て
誤
り
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
論
評
は
下
し
て
い
な
か

っ
た
。

④
初
代
久
兵
衛
の
墓

の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
二
代
目
以
降
、
同
家
の
菩
提
寺
は
台
東
区
元
浅
草
四
丁
目
八
番
十

二
号
所
在
の
真
言
宗
成
就

院
で
あ
る
。

㈲
皆
川
久
兵
衛
の
写
真

励

「随
筆
が
ら
す
や
む
か
し
語
」
に
は
皆
川
久
兵
衛
の
壮
年
期
の
も
の
と
推
察
さ
れ
る
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

(第

十
図
)
。
こ
の
写
真
は
皆

川
久
兵
衛

(初
代
)
の
徒
弟
、
沢
定
次
郎
の
四
代
目
で
あ
る
河
野
三
郎
氏
所
蔵

の
も

の
で
あ
る
が
、
同
氏
の
母
堂
が
知
人
に
貸
し
た
後
行
方
不

第十図 皆川久兵衛の写真。佐々木源蔵

「随筆がらすやむかし語」所載。(51)

明
と
な
り
、
現
在

こ
れ
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

は
色
あ
せ
て
い
て
か
な
り
不
明
瞭
な
も

の
で
あ
り
、

の
図
の
よ
う
に
楕
円
形

の
も

の
で
あ

っ
た
と
い
う
。

図
に
示
し
た
久
兵
衛

の
写
真
の
下
に

同
氏
の
談
に
よ
れ
ば
、
そ
の
写
真

「
随
筆
が
ら
す
や
む
か
し
語
」
所
載

と
こ
ろ
で
佐
々
木
源
蔵
氏
は
第
十

明
治
初
期
の
撮
影

加
賀
定
家
保
存
の
も
の

大
正
年
間
八
十
才
前
後
ま
で
生
存
さ
れ
た
。

(
二
代
目
皆
川
久
兵
衛
氏
)

深
川

常
盤
町
に
硝
子
壕
を
業
と
さ
れ
、
後
継
者
も
皆
川
久
兵
衛
を
継
承
さ
れ
た
が
、
今

次
大
戦
に
土
浦
方
面
に
疎
開
さ
れ
其
後
の
消
息
不
明
な
れ
ど
健
在
さ
れ
る
筈
。

写
真
説
明
の
筆
跡
は
加
賀
定
の
三
代
目
河
野
定
次
郎
氏
の
遺
墨

一73一
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と
記

し
て
お
ら
れ
る
。
佐
々
木
氏
は
こ
の
写
真
が

「
加
賀
屋

一
家
祖
先
」
で
あ
る
と
す
る
河
野
定
次
郎
氏
の
説
明
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
写
真
を

明
治
初
期

の
も

の
と
判
断
さ
れ
、
ま
た
久
兵
衛
が
壮
年
期
に
み
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、

「
明
治
七
年
高
令
を
以
て
逝
」

っ
た
初
代
久
兵
衛
で
は
な

く
、

明
治
初
期
壮
年
期
に
あ

っ
た
二
代
目
久
兵
衛
を
擬
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
二
代
目
熊
崎
安
太
郎
は
生
前
に
、
こ
の
写
真
に
酷
似
す

る
油
絵
肖
像
画
の
主
が
同
家
の
祖
先
で
あ
る
と
語
ら
れ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
恐
ら
く
写
真
の
人
物
は
二
代
目
安
太
郎
の
父
ま
た
は
祖
父
だ
と

思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
二
代
目
安
太
郎
の
父
は
初
代
安
太
郎
で
、

二
代
目
久
兵
衛
と
は
同
世
代
の
筈
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
写
真

の
人
物
は
初

代
久
兵
衛
で
あ
ろ
う
。
尤
も
前
述
し
た
よ
う
に
現
在
写
真
は
行
方
が
解
ら
ず
、
油
絵
肖
像
画
は
焼
失
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
両
者
を
直
接
比
較

し
、
両
者
が
共
に
同

一
人
物
を
撮
影
、
描
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
熊
崎
庸

展
氏
に
よ
る
と
、
油
絵
肖

像
画
ま
た
は
こ
の
写
真
の
久
兵
衛
は
初
代
安
太
郎
と
、
横
顔
が
願
か
ら
頬
に
か
け
て
、
ま
た
口
辺
か
ら
顎
に
か
け
て
な
ん
と
な
く
似
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

註
幻(3} (2}(〔4)i5)

棚
橋
淳

二

「
日
本

の
ガ
ラ
ス

(引
札

1
)」

(「
セ
ラ
ミ

ッ
ク
ス
」
第
七
巻
第

三
号
、
窯
業
協
会
、
昭
和

四
十
七
年

三
月
)
、

一
九
四
頁
。

杉
江
重
誠

「
ガ
ラ
ス
」

(
共
立
社
、
昭
和
十

五
年
改
訂
四
版
)
、

=
ハ
頁
/

}
七
頁
。

そ

の
二
の
引
札
だ
け
で
な
く
、
そ

の
三
、
そ

の
四
、

そ
の
五
の
引
札

に
も
、
表
現
は
多
少
異
な
る
が

「
此
度
包
紙
再
板
仕
」

(
こ

の
度
包
紙
再
版
仕
り
)

と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
二
の
引
札
が
必
ず
し
も
第

二
版
と
は
限
ら
ず
、
或

い
は
第

三
版
以
降

の
も

の
か
も
知
れ
ぬ
が
、

こ
こ
で
は
取
り
あ
え
ず
、
第

二

版
と
仮
定
し
て
お
く
。

そ

の
二
の
引
札
が
ガ
ラ
ス
簾
と
共
に
納

め
ら
れ
て
い
た
箱
に
貼
ら
れ

た
藍
刷
り
札

の
藍

の
色
を
も
と

に
、
関
川
亨
氏
は

こ
の
貼
札
が
天
保
中
期
か
ら
嘉
永

頃

の
刷
り

で
あ
る
と
推
定
さ
れ
た
。
引
札

の
製
作
時
期

が
必
ず
し
も
貼
札

の
製
作
時
期
と

一
致
す
る
と
は
限
ら
な

い
が
、
お
よ
そ

の
目
安
と
し

て
引
札

の

製
作
時
期
を
天
保
中
期
か
ら
嘉
永
頃
と
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

浜
松
市
美
術
館

「
浜
松
右
美
術
蟷
世
界

の
ガ
ラ
ス
絵
展
」
図
録
、

(毎
日
新
聞
社
、
昭
和

四
十

九
年
)
、
五
七
頁
。
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東
京
百
年
史
編
集
委
員
会

「
東
京

百
年
史
」
第

二
巻

(東
京
都
、
昭
和
四
十
七
年
)
、

=
三
二
頁
お
よ
び

=

二
七
頁
-

一
四

一
頁
。

岡
田
譲

「
ガ

ラ
ス
」
日
本

の
美
術
、
第

三
十
七
号
、

(至
文
堂
、

昭
和

四
十
四
年

五
月
)
、
八
〇
頁
、

}
〇
七
図
。

岩
田
藤

七

「
ガ

ラ
ス
の
芸
術

岩

田
藤
七
作
品
集
」
(
講
談
社
、
昭
和
四
十
七
年
)
、

一
五

】
頁
。

U
o
3
↓ξ

b口
】巴
「
岡
諺

口
凶u・
8
曼

o
剛
9
島
の
ぎ

旨
弓

雪
噛
国
&

雪

切ゲ
国
H
具
o日
国
二
8

巴

目
匡
゜
⇔
巳

目
ゴ
o
O
o
日
言
q゚
と
器
。
ロ
ヨ

o
h
2
m
q。°・.
H零
。。
"

冒
』

O
S

東
京
百
年
史
編
集
委
員
会
、
前
掲
書
、
第

二
巻
、

一
四
八
-

一
五
〇
頁
。

東
京
百
年
史
編
集
委
員
会
、
前
掲
書
、
第

二
巻
、
八
〇

四
頁
。

ナ
ビ
オ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
暮
ら
し
の
中
の
美
--

江
戸
/
明
治
/
大
正
び

い
ど
う

・
ぎ

や
ま
ん
展
」
図
録
、

(ナ
ビ

オ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
昭
和
五
十

六
年
)
、

一
頁
。

東
京
百
年
史
編
集
委
員
会
、
前
掲
書
、
第

二
巻

、
八
〇

七
頁
。

中
川
五
郎
左
衛
門

「
江
戸
買
物
独
案
内
」
版
本
、
文
政
七
年
、

三
百
五
十

四
オ
。
国
立
国
会
図
書
館

蔵

〔
旨
ω
1
卜。
卜。O
〕
。

佐

々
木
源
蔵

「
随
箪
が
ら

す
や
む
か
し
語
」

(佐

々
木
硝

子
株
式
会
社
、
昭
和

三
十
年
)
、

一
七
九
頁
。

農
商
務
省
博
覧
会
掛

「
明
治
+
四
年
第

二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
報
告
書

」
明
治
十

六
年
、
第

二
区
第

一
四
ー

]
五
類

・
第

一
九
類
、
七

一
頁
。
国
立
国
会
図

書
館
蔵

〔
ミ
ー
嵩
O〕
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

『
明
治
+
年
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録
」
明
治
十
年
例
言
、
勧
農
局
ー
東
京
府
、
東

二
区

二
類

ノ
七
。
国
立
国
会
図
書

館
蔵

〔
講
嵩
I
O
。。
b。〕

(東
京
府
書
籍
館
本
)
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
前
掲
書
仰
、
追
加
、
自
内
務
省
至
琉
球
藩
、
東

二
区

一
六
類

ノ
六
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
前
掲
書

㎝
、
勧
農
局
-
東
京
府
、
東

二
区
三
類
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
前
掲
書
㈲
、
追
加
、
自
内
務
省
至
琉
球
藩
、
追
加
東

ニ
ノ
ニ
九
-

三
〇
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務

展
、
前
掲
書
働
、
勧
農
局
-
東
京
府
、
東

二
区
二
類

ノ
七
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務

局
、
前
掲
書
㈲
、
追
加
、
自
内
務
省
至
琉
球
藩
、
東

二
区

=
ハ
類

ノ
六
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

「
明
治
+
年
内
国
勧
業
博
覧

会
出
品
解
説
」
明
治
十

一
年
序
、
第

二
区
第

=

1

}
八
類

の
内
、
第

一
六
類
、
五

一
頁
。
国
立
国
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会
図
書
館
蔵

〔
雌
嵩
-
朝
。゚
己

(教
育
博
物
館
本
)
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

「
第

二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録
」
初
篇

弐

「
第

二
区
」

、
東
京
府
、
三
九
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
麟
一
。゚
1
"。己
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
前
掲
書
囲
、
初
篇
弐

「
第

二
区
」
、
東
京
府
、

二
七
二
頁
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

「
第

二
回
明
治
+
四
年
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
評
語
」
明
治
十

五
年
、
上

、
第

】
区

第

二
区
、
八
〇
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
琳
嵩
1
8
b。
〕
。

農
商
務
省
博
覧
会
掛
、
前
掲
書

㎜
、
第

二
区
第

ニ
ー
七
類

・
第
九
1

=

一類

・
第
二

八
類
、
二
二
頁
。

農
商
務
省
博
覧
会
掛
、
前
掲
書
鮒
、
第

二
区
第

一
四
-

一
五
類

・
第

一
九
類
、
七

二
ー
七
三
頁
。

農
商
務
省
博
覧
会
掛
、
前
掲
書
圃
、
第

二
区
第

一
四
-

一
五
類

・
第

一
九
類
、
八

二
頁
。

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
規
則
は
明
治

三
十
四
年
四
月
十
八
日
農
商
務
省
告
示
第

四
十

一
号
で
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
規
則

の
第
十
七
条

に
は

出
品
ヲ
為

サ
ン
ト
ス
ル
者

ハ
…
…

(中
略
)
…
…
地
方
長
官

二
願
出

ヘ
シ

地
方
長
官
前
項
ノ
出
願

ヲ
許
可

シ
タ
ル
ト
キ

ハ
甲
号
書
式
ノ
出
品
目
録
二
通

ヲ
作
リ
明
治

三
十
五
年
九
月
三
十
日
限
リ
之

ヲ
事
務

局

二
差
出

ス
ヘ
シ

と
記
さ
れ
て
い
る

(「
第

五
回
内

国
勧
業
博
覧
会
諸
規
則
類
」
九
頁
。
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵

〔
°。
3
1
b。
°。
〕
)
。
出

品
目
録

の
提
出
締
切
が
九
月
三
十

日
で
、
予
め
地
方
長
官

の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
る
と
、
通
常
は
か
な
り
早

め
に
地
方
長
官

へ
の
出
願
が
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
熊
崎
家

の

場
合
、
明
治
三
十

五
年
六
月
に
初
代
安
太
郎

か
ら

二
代
目
安
太
郎

へ
家
督

が
相
続
さ
れ
て
お
り
、
地
方
長
官
、
な
ら
び

に
事
務
局

へ
の
手
続
が
、

い
ず
れ

の
安
太
郎
に
よ

っ
て
も
な
さ
れ
得
る
可
能
性

が
あ

っ
た
。
た
だ
初
代
安
太
郎
は
第

二
回
内

国
勧
業
博
覧

会
に
出
品
し
て
受
賞
し
た
後
、
第

三
回
、
第

四
回

の
内
国
勧
業
博
覧
会
に
は
出
品
し
て
い
な

い
よ
う
で
あ

る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
か
な
り
多
く

の
出
品
が
み
ら
れ
る
の
は
、
家

督
を
継

い
だ
ば
か
り

の
二
代
目
安
太
郎
の
意
気
込
み
に
よ
る
も

の
で
は
な

い
か
と
推
察
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
ま
た
仮
り
に
初
代
安
太
郎
が
手
続
き
を
し
て

い
た
場
合

で
も
、
隠
居
す
れ
ば
出
品
者
は
家
督
相
続
を
し
た
二
代
目
安
太
郎
と
い
う

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

「
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧

会
出

品
目
録
」
明
治

三
十
六
年
、
第

五
部
、

二
四
頁
。
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵

〔
°。自

I
b。
呂
。

第

五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務

局
、
前
掲
書
馴
、
第
五
部
、

五
三
頁
。
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第

五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

「
第

五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
報
告
」
明
治
三
十

七
年
、
第
九
部
、

一
七
四
ー

一
七
五
頁
。
大
阪
府

立
中
之
島
図
書

館
蔵

〔
Q。
宕
ー
ミ
〕
。

第

五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
前
掲
書
幽
、
第
九
部
、

一
七
七
頁
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務

局
、
前
掲
書
働
、
勧
農
局
-
東
京
府
、
東

二
区
三
類
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
前
掲
書
吻
、
追
加
、
自
内
務
省
至
琉
球
藩
、
追
加
東

ニ
ノ
ニ
九
-

三
〇
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務

局
、
前
掲
書
⑳
、
第

二
区
第
ニ
ー
四
類
、

一
三
〇
ー

=
二
一
頁
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
前
掲
書
圏
、
第

二
区
第
ニ
ー
四
類
、

=
二
七
頁
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
前
掲
書
⑳
、
第

二
区
第

=

1

一
八
類

の
内
、

=
ハ
類
、

五
二
頁
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

「
明
冶
+
年
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
評
語
」
明
治
十
年

、
上
、
自
費
出

品
之
部
、
八
八
頁
。
国
立
国
会
図
書

館
蔵

〔
君
卜。
°。
1
劇
。゚ω
〕
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
前
掲
書
囲

、
初
篇
弐

「
第
二
区
」
、
東
京
府
、

三
九
頁
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
前
掲
書
囲
、
初
篇

弐

「
第
二
区
-「
、
東
京
府
、

二
六
八
頁
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務

局
、
前
掲
書

醐
、
上
、
第

]
区

第

二
区
、
八

一
頁
。

農
商
務
省
博
覧
会
掛
、
前
掲
書

個
、
第

二
区
第

一
四
-

一
五
類

・
第

一
九
類
、

七

一
頁
。

杉
江
重
誠

「
日
本
ガ

ラ
ス
工
業
史
」

(日
本
ガ
ラ
ス
工
業
史
編
集
委
員
会
、
昭
和

二
十
五
年
)
、

五
二
九
-
五
三
〇
頁
。

破
璃
製
造
人
組
合
設
立
御
鑑
札

下
附
願

ヘ
マ

マ
し

一
、
私
共
従
来
璃
破
製
造
営
業
罷
在
此
節
追
力
其
製
造
ノ
販
売
高
増
加
仕
候
間
向
後
御
府
下
ノ
製
造
益
々
盛
大
二
至
ラ
シ
メ
肯
テ
外
国
ノ
輸
入
ヲ
待
タ

ザ
ル
様
仕
度
然
ル
所
是
レ
迄
仲
間
申
合
ノ
条
文
無
之
ヨ
リ
遂
二
自
己
一
個
ノ
営
業
二
帰
シ
相
互
二
協
力
職
業
ノ
進
歩
ヲ
謀
リ
候
儀
難
行
届
候
間
今
度
同

業
申
合
仲
間
組
合
ヲ
設
立
シ
頭
取
ヲ
撰
挙
シ
左
ノ
申
合
規
約
ヲ
確
守
ス
ベ
キ
方
法
ヲ
相
立
御
鑑
札
御
下
附
奉
願

一
同
睦
合
協
同

一
和
シ
永
ク
営
業
仕
度

右

ハ
同
業
者
ノ
素
願
ニ
テ
私
共
四
名
へ
委
托
仕
候
間
何
卒
御
鑑
札
御
下
附
組
合
設
立
ノ
儀
御
免
許
被
成
下
度
此
段
奉
懇
願
候
也

明
治
十
二
年
四
月
二
十
八
日

当
御
府
下
破
璃
製
造
人
七
十
四
名
惣
代
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東
京
府
知
事

楠
本
正
隆
殿

右
出
願
二
付
奥
印
候
也

日
本
橋
区
通
塩
町
十
三
番
地

京
橋
区
南
鞘
町
六
番
地

日
本
橋
区
通
塩
町
八
番
地

日
本
橋
区
本
町
四
丁
目
二
十
一
番
地

平
民

熊

同

日

同

市

同

皆

崎

安

太

郎

比

太

助

川

栄

次

郎

川

久

兵

衛

日京 書
本橋 橋

区 区長 記
長

江 吉 館

塚 川 興

庸 ヂ 敬

代

謹 哲 理

 

杉
江
重
誠
、
前
掲
書
圃
、
五
三
一ニ
ー
五

三
四
頁
。

明
治
十

二
年

六
月

二
十

三
日
鑑
札
付
与

皆
川
久
兵
衛
、
市
川
栄
次
郎
、

日
比
太
助
、
熊
崎
安
太
郎
、
在
原
留
三
郎
、
在
橋
常
吉
、
永
井
総
次
郎
、
沢
定
次
郎
、
粟
野
九
郎
兵
衛
、

郎
、
鈴
木
留
次
郎
、
宮
垣
秀
次

郎
、
中
島
竹
次
郎
、
金
井
金
太
郎
、
根
岸
幸
七
、
高
橋
新
助
、
吉

川
初

五
郎

佐

々
木
源
蔵
、
前
掲
書
、

一
七
九
頁
。

佐

々
木
源
蔵
、
前
掲
書
、

一
二
六
-

一
二
九
頁
。

佐

有
木
源
蔵
、
前
掲
書
、

一
二
五
頁
。

大

日
本
窯
業
協
会

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
第
四
編

「
硝
子
工
業
」

(大

日
本
窯
業
協
会
、
大
正
六
年
、
昭
和
四
十

一
年
復
刻
)
、

三
五
頁
。

佐

々
木
源
蔵
、
前
掲
書
、

=

二
頁
。

滝
沢
初
三
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入
、
熊
崎

久

兵
衛
、

安
太

郎

と
皆

川
久

兵
衛

江
戸
時
代
の
ガ
ラ
ス
職
人
、
商
人
の
事
績
は
全
般
的
に
み
て
殆
ん
ど
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
資
料
が
ま
だ
豊
富
に
あ

っ
た
頃
は
研
究

対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
ず
、
研
究

の
対
象
と
し
て
関
心
が
深
ま

っ
た
時
に
は
既
に
資
料
が
散
侠
し
て
い
て
、
推
測
に
頼
る
部
分
が
多
く
な

り
過
ぎ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
加
賀
屋
久
兵
衛
の
場
合
も
、
例
外
で
は
な
い
。
以
下
に
提
示
す
る
の
ば
、

二
人
の
加
賀
屋
久
兵
衛

の
事
績
に
関
し
て
、
現
在
ま
で
に
閲
覧
し
得
た
資
料
を
も
と
に
取
り
あ
え
ず
ま
と
め
た
私
見
で
あ
る
。
し
か
し
利
用
し
た
資
料
に
は
、
例
え
ば

「
日
本
近
世
窯
業
史
」

「
硝
子
雑
孜
」
所
載

の
記
事
な
ど
二
次
資
料
が
含
ま
れ
て
お
り
、
今
後

一
次
資
料
に
よ

っ
て
私
見
の
当
否
が
更
に
検
討

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ω

ω
加
賀
屋

(熊
崎
)

の
本
家
は
通
油
町

(第
十

一
図
参
照
)

の
小
間
物
問
屋
加
賀
屋

(山
岸
)
吉
郎
兵
衛
で
あ
る
と

い
う
。

(岡
村
千
曳
氏

㈲

に
よ
る
。
同
氏
は
こ
の
こ
と
を
恐
ら
く
吉
郎
兵
衛

の
後
喬
、
山
岸
荷
葉
か
ら
聞
か
れ
た
ら
し
い
。)

図
し
た
が

っ
て

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
に

「
安
永
二
年

の
頃
加
賀
屋
某
な
る
者
あ
り
」
と
記
さ
れ
た
加
賀
屋
某
は
通
油
町
の
加
賀
屋
吉
郎
兵

衛
と
思
わ
れ
る
。
(本
家
、

分
家

の
語
を
岡
村
氏
が
血
縁
上
の
関
係
で
は
な
く
、

商
工
上
の
関
係
を
示
す
語
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
と

理
解
す
る
と
、
安
永
二
年

(
一
七
七
三
)
に
加
賀
屋

(熊
崎
)

の
五
代
目
で
あ

っ
た
者
が
、
安
永
年
間

(
一
七
七
ニ
ー

一
七
八
一
)
の
創
業
と

い
う
加
賀
屋

(山
岸
)

の
分
家
で
あ
る
わ
け
が
な
い
。)

個

個
加
賀
屋

(山
岸
)
は

「
金
属
製
丸
鏡
及
び
紐
付
眼
鏡
等
の
製
造
販
売
を
以
て
業
」
と
し
た
。
(「
江
戸
買
物
独
案
内
」
に
よ
る
と
、
小
間
物

㈲

問
屋
加
賀
屋
吉
郎
兵
衛
は
取
扱
い
商
品
と
し
て
竈
甲
、
眼
鏡
、
鏡
、
磁
針
を
挙
げ
て
い
る
。
な
お
向
い
に
あ

っ
た
と
い
う
同
店
の
分
家
は

㈲

加
賀
吉
眼
鏡
店
で
、
や
は
り
眼
鏡
を
扱
う
職
業
で
あ

っ
た
。)
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樹
加
賀
屋

(山
岸
)
か
ら
独
立
し
て
通
塩
町

(第
十

一
図
参
照
)
に
店
舗
を
構
え
て
い
た
加
賀
屋

(熊
崎
)
久
兵
衛
は
、

文
政
十

一
年

(
一

八
二
八
)
、
硝
子
ギ
ヤ

マ
ン
問
屋
を
創
め
た
。
(「
日
本
近
世
窯
業
史
」
か
ら
の
上
記
引
用
文
、

第
二
の
段
、

お
よ
び
第

一
回
内
国
勧
業
博

樹

覧
会
資
料
に
よ
る
。)

㈲
久
兵
衛
は
開
業
に
際
し
て
引
札

(第

一
図
)
を
製
作
し
た
。
久
兵

衛
は
天
保

(
一
八
三
〇
1
一
八
四
四
)
中
期
か
ら
嘉
永

(
一
八
四
八
-

一
八
五
四
)
の
頃
に
も
引
札

(第
二
図
)

を
製
作
し
た
。

こ
の
頃

久
兵
衛
は
昆
山
堂
素
玉
と
号
し
た
。

(第
二
図
の
引
札
の
口
上
に

コ

ン

ロ

ン

よ
る
。)
昆
山
は
昆
喬
の
こ
と
で
あ
る
。

㈲
久
兵
衛
製
作

の
貼
札

(第
十
二
図
)
お
よ
び
安
太
郎
製
作

の
引
札

(第
五
図
、
第
六
図
)
に
山
吉
の
商
標

(第
七
図
)
と
類
似
の
商

標
、
出
山
吉
が
み
ら
れ
る

の
は
、
熊
崎
家
が
加
賀
屋

(山
岸
)
吉

郎
兵
衛
の
分
家
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

⑦
久
兵
衛
は
江
戸
が
東
京
と
改
め
ら
れ
た
慶
応
四
年

(
一
八
六
八
)
七

月
か
ら
明
治
二
年

(
一
八
六
九
)
の
頃
、
再
度
引
札

(第
三
図
)
を

製
作
し
た
。

團
久
兵
衛
は

明
治
初
年
か
ら

二
年
ま
で
に
、

安
太
郎
に

店
を
譲

っ

た
。
(第
三
図
、

第
四
図
に
示
す
久
兵
衛
、

安
太
郎
の
引
札
の
製

第十二図 加賀屋久兵衛の貼札にみられる商標。びいどう史料庫蔵
〔Nα1957.10〕。横山英俊氏撮影。
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作
時
期
に
よ
る
。)

剛
安
太
郎
は
店
を
継
ぐ
に
際
し
て
引
札

(第
四
図
)
を
製
作
し
た
。
こ
の
引
札

の
版
面
は
、
名
と
印
の
部
分
以
外
は
第
三
図
の
引
札
と
同
じ

で
あ
る
。
次
い
で
明
治
五
年
か
ら
十

一
年
ま
で
に
再
び
引
札

(第
五
図
)
を
製
作
し
た
。

㈹
安
太
郎

(も
し
く
は
妻
き
わ
)
は
皆
川
久
兵
衛

の
実
子
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
(「
日
本
近
世
窯
業
史
」
か
ら
の
上
記
引
用
文
、
第
六
の
段
。

皆
川
久
兵
衛
な
ど
の
法
名
、
投
年
月
日
を
記
し
た
覚
え
書
、
位
牌
、
「
随
筆
が
ら
す
や
む
か
し
語
」
所
載
の
皆
川
久
兵
衛

の
写
真
に
酷
似
す

る
油
絵
肖
像
画
な
ど
が
熊
崎
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
。
二
代
目
安
太
郎
が
同
油
絵
肖
像
画
の
主
は
同
家
の
祖
先
で
あ
る
と
話
し
て
い

た
こ
と
。
以
上
の
理
由
に
よ
る
。)

桝

⑳
安
太
郎
は
自
店
販
売
用
の
商
品

の
製
作
を
か
な
り
下
請
け
に
出
し
て
い
た
ら
し
い
。
(第

一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
資
料
に
よ
る
。)

圖

姻
安
太
郎
は
明
治
十
二
年
の
頃
、
桜
井
猶
次
郎
な
る
年
季
奉
公

の
徒
弟
を
お
い
て
い
た
。
(「
差
入
申
証
書
之
事
」
に
よ
る
。)画

㈹
安
太
郎
は
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
お
い
て
進
歩
賞
牌
三
等
を
授
与
さ
れ
た
。
(第

二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
資
料
に
よ
る
。)

⑳
安
太
郎
は
進
歩
賞
牌

の
受
賞
後
、
再
度
引
札

(第
六
図
)
を
製
作
し
た
。

㈲
安
太
郎
は
明
治
三
十
五
年
六
月
九
日
に
隠
居
し
た
。
(
二
代
目
熊
崎
安
太
郎

の
除
籍
謄
本
に
よ
る
。)

㈲
安
太
郎
は
大
正
五
年
四
月

二
十
四
日
に
死
去
し
た
。
(龍
興
院
過
去
帳
に
よ
る
。)
菩
提
寺
は
墨
田
区
横
川
の
浄

土
宗
龍
興
院
。

㎝

二
代
目
安
太
郎
は
明
治
八
年
三
月

一
日
に
出
生
し
た
。
(
二
代
目
熊
崎
安
太
郎

の
除
籍
謄
本
に
よ
る
。)

働
熊
崎
家
の
家
督
は
明
治
三
十
五
年
六
月
九
日
に
長
女

マ
サ
が
継
ぎ
、
次
い
で
同
月
十
四
日
長
男
悦
太
郎
が
継
い
だ
。
悦
太
郎
は
同
年
七
月

十
九
日
安
太
郎

(
二
代
目
)
と
名
を
改
め
た
。
(
二
代
目
熊
崎
安
太
郎

の
除
籍
謄
本
に
よ
る
。)

ω

働

二
代
目
安
太
郎
は
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
お
い
て
褒
状
を
授
与
さ
れ
た
。
(第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
資
料

に
よ
る
。)
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㈲

二
代
目
安
太
郎
は
大
正
六
年
秋
頃
ま
で
、
通
塩
町
で
理
化
学
ガ
ラ
ス
器
具
の
販
売
を
業
と
し
て
い
た
。
(熊
崎
庸
展
氏
の
談
に
よ
る
。)

鋤

二
代
目
安
太
郎
は
昭
和
二
十
二
年

一
月
十
五
日
に
死
去
し
た
。
(
二
代
目
熊
崎
安
太
郎
の
除
籍
謄
本
に
よ
る
。)

囎
文
政
十

一
年

(
一
八
二
八
)
当
時
、
既
に
加
賀
屋

(熊
崎
)
久
兵
衛
の
手
代
と
な

っ
て
い
た
文
次
郎
は
、
天
保
十
年

(
一
八
三
九
)
に
同
店

の

分
家
、
加
賀
屋

(皆
川
)
久
兵
衛
と
し
て
独
立
し
た
。
(「
日
本
近
世
窯
業
史
」
か
ら
の
上
記
引
用
文
、
第
二
の
段
に
よ
る
。)

⑳

姻
皆
川
久
兵
衛
は
手
代

の
頃
、
大
坂
の
和
泉
屋
嘉
兵
衛

の
許
で
ガ
ラ
ス
製
造
の
修
業
を
し
た
の
で
実
務
に
精
し
く
、
杉
田
成
卿

(
一
八
一
七
-

姻

一
八
五
九
)
か
ら

「
西
洋
ノ
器
械
ヲ
製
ス
ル
事

ヲ
学
」
び
得
た
。
(第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
資
料
に
よ
ろ
。)

⑳

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
の
記
事
が
正
し
い
と
す
る
と
、
皆
川
久
兵
衛
は
当
初
大
伝
馬
町

(第
十

一
図
参
照
)
に
店
舗
を
構
え
た
が
、

二
代

目
皆
川
久
兵
衛
の
代
に
な
る
前
、
も
し
く
は
な

っ
て
か
ら
明
治
十
年
ま
で
に
本
町
四
丁
目

(第
十

一
図
参
照
)
に
移
転
し
た
。

(第

一
回

㈲

内
国
勧
業
博
覧
会
資
料
に
よ
ろ
。)

圏
皆
川
久
兵
衛
は
井
野
磯
蔵
、
沢
定
次
郎
等

の
弟
子
を
養
成
し
た
。
(「
日
本
近
世
窯
業
史
」
か
ら
の
上
記
引
用
文
、
第
六
の
段
に
よ
る
。)

飼
皆
川
久
兵
衛
は
明
治
七
年
二
月
十
五
日
に
死
去
し
た
。

(成
就
院
過
去
帳
に
よ
る
。)

皆
川
久
兵
衛
は
明
治
七
年
四
月

一
日
に
死
去
し
た
。
(
熊
崎
家
所
蔵

の
覚
え
書
お
よ
び
位
牌
に
よ
る
。)

鋤

二
代
目
皆
川
久
兵
衛
は
天
保
十

一
年

(
一
八
四
〇
)
七
月
七
日
に
小
林
又
三
郎
次
男
と
し
て
出
生
し
た
。

(
二
代
目
皆
川
久
兵
衛
の
除
籍
謄

本
に
よ
る
。)

的

圏

二
代
目
皆
川
久
兵
衛
は
第

一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
お
い
て
花
紋
賞
牌
を
授
与
さ
れ
た
。
(第

一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
資
料
に
よ
る
。)
個

⑳
明
治
十
二
年
の
頃
、
二
代
目
皆
川
久
兵
衛
は
業
界
を
代
表
す
る
よ
う
な
人
物
で
あ

っ
た
。
(「破
璃
製
造
人
組
合
設
立
御
鑑
札
下
附
願
」
の

惣
代

の
署
名
順
位
に
よ
る
。)
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甑

⑳

二
代
目
皆
川
久
兵
衛
は
寒
暖
計
の
水
銀
盛
り
、

弓
量
計

の
目
盛
付
け
な
ど
を
下
請
け
に
だ
し
て
い
た
。

(第

二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
資
料

に
よ
る
。)

働

80

二
代
目
皆
川
久
兵
衛
は
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
お
い
て
有
功
賞
牌
三
等
を
授
与
さ
れ
た
。
(第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
資
料
に
よ
る
。)

囲
二
代
目
皆
川
久
兵
衛
ば
明
治
三
十
九
年
四
月
二
十
三
日
に
隠
居
し
た
。
(
二
代
目
皆
川
久
兵
衛
の
除
籍
謄
本
に
よ
る
。)

圃

二
代
目
皆
川
久
兵
衛
は

「
八
十
余
才
ま
で
深
川
常
盤
町
に
あ

つ
て
、
三
代
目
皆
川
氏
と
共
に
硝
子
壕
を
業
と
さ
れ
大
正
年
間
ま
で
健
在
で

あ

つ
た
。」
(「随
華
が
ら
す
や
む
か
し
語
」
に
よ
ろ
。
)

剛

二
代
目
皆
川
久
兵
衛
は
大
正
五
年
三
月
二
十
七
日
に
死
去
し
た
。
(皆
川
久
蔵
の
除
籍
謄
本
に
よ
る
。)
菩
提
寺
は
台
東
区
元
浅
草
の
真
言

宗
成
就
院
。

駒
三
代
目
に
あ
た
る
皆
川
久
蔵
は
明
治
十
九
年
三
月
三
十

一
日
に
出
生
し
た
。
(皆
川
久
蔵
の
除
籍
謄
本
に
よ
る
。
)

岡
皆
川
久
蔵
は
明
治
三
十
九
年
四
月
二
十
三
日
家
督
を
相
続
し
た
。
(皆
川
久
蔵
の
除
籍
謄
本
に
よ
る
。)

㎝
皆
川
久
蔵
は
明
治
四
十
四
年
十
月
十
八
日
菊
池
ふ
く
と
婚
姻
し
た
。
(皆
川
久
蔵

の
除
籍
謄
本
に
よ
る
。)

關
皆
川
久
蔵
は
昭
和
二
十
年
三
月
頃
ま
で
理
化
学
ガ
ラ
ス
の
販
売
を
業
と
し
て
い
た
。
(宮
坂
哲
子
氏

の
談
に
よ
ろ
。)

倒
皆
川
久
蔵
は
昭
和
三
十
七
年
十
二
月

二
十
九
日
死
去
し
た
。
(皆
川
久
蔵
の
除
籍
謄
本
に
よ
る
。)

註
ω

日
本
地
図
選
集
刊
行
委
員
会

「明
治
中
初
五
千
分
ノ
一東
京
実
測
図
復
原
」
(人
文
社
、
昭
和
四
十
二
年
)、
東
京
東
部

(第
二
号
)。
原
図
は
明
治
十
七
年
、
参

謀
本
部
陸
軍
部
測
量
局
測
量
、
同
十
九
年
製
版
。

働

岡
村
千
曳

「硝
子
雑
放
」
(「住
宅
と
庭
園
」
第
六
巻
第
十

一
号
、
住
宅
と
庭
園
社
、
昭
和
十
四
年
十
二
月
)、
二
五
二
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
課
ω一

-
畠
〕。
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〔3〕〔6)〔5〕 〔生}(7}{9} {8)〔1①圏 ⑳(18}〔17}〔1⑤(1前(14)〔13}

大
日
本
窯
業
協
会

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
第
四
編

「
硝
子
工
業
」

(大
日
本
窯
業
協
会
、

大
正
六
年
、
昭
和

四
十

一
年
復
刻
)
、
七
頁
。
同
書

か
ら

の
上
記

引
用
文
、
第

二
の
段
。

中
川

五
郎
左
衛
門

「
江
戸
買
物
独
案
内
」
版
本
、
文
政

七
年
、
三
百
五
十

四
オ
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
這
。。
l
b。
"。
巴
。

佐

々
木
源
蔵

『
随
筆
が
ら
す
や
む
か
し
語
」

(佐

々
木
硝
子
株
式
会
社
、
昭
和
三
十
年
)
、

=
二
一
頁
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

「
明
治
+
年
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
解
説
」
明
治
十

一
年
序
、
第

二
区
第

一
一
1

]
八
類

の
内
、
第

=

ハ
類
、
五

一
頁
。
国
立
国

会
図
書
館
蔵

〔
黍
嵩
ー
㎝
Q。
『〕

(教
育
博
物
館
本
)
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

「
明
治
+
年
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録
」
明
治
十
年
例
言
、
勧
農
局
r
東
京
府
、
東

二
区
二
類

ノ
七
、
お
よ
び
追
加
、
自
内
務

省

至
琉
球
藩
、
東

二
区

=
ハ
類

ノ
六
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
蒸
嵩
1
り゚
。"。
〕

(東
京
府
書
籍
館
本
)
。

佐

々
木
源
蔵
、
前
掲
書
、

一
二
六
ー

]
二
九
頁
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務

局

「
第

二
回
明
治
+
四
年
内
国
勧
業
博
覧

会
審
査
評
語
」
明
治
十

五
年
、
上
、
第

一
区

第

二
区
、
八
〇
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
誰
嵩
ー
O
鵠
〕
。

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

「
第

五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
報
告
」
明
治

三
十

七
年
、
第

九
部
、

一
七
四
-

一
七
七
頁

。
大
阪
府
立
中
之
島
図
書

館
蔵

〔
Q。
8
i
N
己
。

大
日
本
窯
業
協
会
、
前
掲
書

、
七
頁
。
同
書
か
ら

の
上
記
引
用
文
、
第

二
の
段
。

農
商
務
省
博
覧
会
掛

「
明
治
+
四
年
第

二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
報
告
書
」
明
治
十
六
年
、
第

二
区
第

】
四
-

一
五
類

・
第

一
九
類
、
七

一
頁
。
国
立
国
会
図

書
館
蔵

〔
ミ
ー
一
一〇
〕
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
前
掲
書
㈲
、
勧
農
局
-
東
京
府
、
東

二
区
三
類
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

「
明
治
+
年
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査

評
語
」
明
治
十
年
、
上
、
自
費
出
品
之
部
、

八
八
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
尊
心。。。1
畠
ω
〕
。

杉
江
重
誠

「
日
本
ガ

ラ
ス
工
業
史
」

(日
本

ガ
ラ
ス
工
業
史
編
集
委
員
会
、

昭
和

二
十
五
年
)
、
五

二
九
-

五
三
〇
頁
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務

局

「
第

二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録
」
初
篇
弐

「
第

二
区
」
、
東
京
府
、

二
六
八
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
藩
一
。。
ー
ミ
〕
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務

局
、
前
掲
書
㈲
、
上
、
第

一
区

第

二
区
、
八

一
頁
。

佐

々
木
源
蔵
、
前
掲
書
、

=
二
〇
頁
。
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補

也退

 

九
、

杉

田
藤
太
郎

氏

の
所
論

昭
和
五
十
七
年
二
月
十

一
日
、
宮
坂
哲
子
氏
を
訪
問
し
た
折
に
同
氏
よ
り
杉
田
藤
太
郎
氏
の
著

「
硝
子
と
共
に
七
十
年
の
歩
み
」
(私
家
版
)

を
お
借
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
杉
田
氏
の
説
は
本
来

コ
戸
澤
道
夫
氏
の
所
論
」
の
前
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
既
に
組
版
が
進
ん
で
お
り

巳
を
得
ず
補
遺
の
形
で
収
録
す
る
こ
と
に
し
た
。

ω

さ
て
杉
田
藤
太
郎
氏
は
皆
川
久
蔵

の
古
い
友
人
で
あ

っ
た
そ
う
で
、
久
蔵
か
ら
二
代
目
皆
川
久
兵
衛
の
こ
と
、
熊
崎
安
太
郎

の
こ
と
な
ど
を

聞

か
れ
た
ら
し
い
。
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
知
識
を
基
に
杉
田
氏
は

「
日
本
ガ
ラ
ス
工
業
史

　
「
随
筆
が
ら
す
や
む
か
し
語
」

の
記
述
に
訂
正
を
加

え
、
自
説
の
展
開
を
試
み
ら
れ
た
。
ま
た
二
代
目
久
兵
衛
の
事
績
に
つ
い
て
も
新
事
実
を
記
し
て
お
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
書
に
は
役
所
と
の

長

い
交
渉
の
末
、

一
月
も
下
旬
に
な

っ
て
漸
く
回
答
を
得
て
知
っ
た
二
代
目
久
兵
衛
の
後
商
の
氏
名
、
住
所
さ
え
も
書
き
留
め
ら
れ
て
い
た
。

図

こ
こ
で
同
書
よ
り
杉
田
氏
の
所
論
、
杉
田
氏
が
記
録
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
適
宜
抜
粋
し
て
以
下
に
示
す
こ
と
と
す
る
。

江
戸
硝
子
の
発
達
に
は
二
派
が
あ
る
。
そ
の

一
の
元
祖
ば
加
賀
屋
の
皆
川
久
兵
衛
と
い
い
、
そ
の
二
の
元
祖
は
上
総
屋
の
在
原
留
三
郎
で

あ
る
。
安
永

二
年

の
頃
、
加
賀
国
出
身
某
は
、
日
本
橋
通
塩
町
に
店
を
か
ま
え
、
金
属
丸
鏡
や
紐
付
眼
鏡
の
製
造
販
売
を
し
て
い
た
。
そ
の

の
ち
文
政
の
頃
店

の
傍
ら
で
ギ
ヤ
マ
ン
の
製
造
を
企
て
、
手
代
の
熊
崎
文
次
郎
な
る
者
を
し
て
そ
れ
に
あ
た
ら
し
め
た
。
文
次
郎
は
浅
草
花

川
戸
の
者
で
加
賀
屋
に
忠
実
に
勤
め
て
い
た
が
、
ビ
ー
ド
ロ
製
造
を
担
当
す
る
に
あ
た
り
、
其
の
技
法
は
江
戸
よ
り
も
大
阪
の
方
が
進
歩
し

て
い
る
故
を
以
て
自
ら
大
阪
に
お
も
む
き
、
大
阪
の
ビ
ー
ド
ロ
業
者
和
泉
屋
嘉
兵
衛
に

つ
い
て
数
年
間
伝
習
を
受
け
た
。
江
戸
に
帰

っ
て
再

び
ビ
ー
ド
ロ
製
造
に
従
事
し
て
い
た
が
、
天
保
五
年

(
一
八
三
四
年
)
に
主
家
よ
り
家
名
を
分
与
さ
れ
、
大
伝
馬
町
に

(現
在
の
昭
和
通
り
)
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に
独
立
し
て
初
代
加
賀
屋
久
兵
衛

(通
称
加
賀
久
)
と
改
め
た
。
文
次
郎
は
其
の
後
旧
姓

の
熊
崎
を
長
男
安
太
郎
に
相
続
さ
せ
加
賀
安
こ
と

熊
崎
安
太
郎
と
改
め
、
通
塩
町
の
店
に
独
立
さ
せ
た
。
文
次
郎
改
め
初
代
加
賀
久
皆
川
久
兵
衛
時
代
に
は
眼
鏡
を
製
造
し
た
が
、
そ
れ
以
外

に
何
を
作

っ
た
か
今
は
詳
か
で
な
い
。
然
し
天
保
十
年

(
一
入
三
九
年
)
に
金
剛
砂
で
ガ
ラ
ス
を
彫
刻
し
て
切
子
細

工
の
法
を
工
夫
し
た
こ
と

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

…
…

(中
略
)
-
…

宮
内
省
御
用
達
時
代
の
加
賀
久

明

治

天

皇

青

山

御

所

旧

幕

時

代

オ

ー

ス

ト

リ

ヤ

内

国
博
覧
会

観
音
崎
灯

台

の
御
愛
馬
の
剥
製
の
眼
の
玉
を
加
賀
久
が
製
造
を
承
り
そ
れ
を
小
林
卯
三
郎
に
命
じ
ら
れ
製
作
、
上
納
し
た
。

の
窓
の
板
ガ
ラ
ス
が
毎
日
の
よ
う
に
破
損
す
る
の
で
お
伺
い
す
る
と
、
御
学
問
所
の
硝
子
板
を
明
治
天
皇
の

「お
い
た
」

で
破
損
す
る
と
の
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。
其

の
折
は
岩
倉
公
、
三
条
公
、
木
戸
公
、
伊
藤
博
文
候
、
井
上
薫
伯
に
お
会
い

す
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
は
、
こ
れ
も
宮
内
省
に
お
出
入
す
る
賜
と
二
代
目
は
喜
ん
で
い
た
。

　
マ
マ
ノ

は
加
賀
久
の
日
本
橋
本
町
の
工
場
に
多
ぜ
い
の
御
殿
女
中
を
山
岡
鉄
舟
さ
ん
と
、
医
師
の
伊
藤
玄
朴
さ
ん
が
連
れ
て
見
物

に
き
た
事
が
あ
る
。

に
出
品
の
硝
子
を
加
賀
久
の
二
代
目
が
、
弟
子
の
小
林
卯
三
郎
に
本
町
の
窯
で
硝
子
製
造
の
細

工
を
命
じ
、
其
の
製
品
が

優
秀
な
の
で
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
政
府
よ
り
賞
揚

の
額
を
賜
る
。

の
賞
状
其

の
他
数
々
の
感
謝
状
等
三
十
六
通
程
あ
り
ま
し
た
が
全
部
焼
失
し
、
其
の
中
に
は
宮
内
省
よ
り
頂
い
た
も

の
も

あ
り
ま
す
。

の
硝
子
は
加
賀
久

の
本
町
工
場
に
於
て
製
造
し
た
。
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東
京
の
硝
子
組
合

を
初
め
て
設
立
す
る
に
就
て
許
可

の
出
願
を
し
た
る
と
こ
ろ
、
市
の
掛
り
員
よ
り
お
前
の
同
業
者
の
内
に
皆
川
久
兵
衛

な
る
も
の
が
い
る
筈
で
あ
る
。
そ
の
者
が
出
願
す
れ
ば
直
ち
に
許
可
を
与
え
る
と
い
う
問
題
が
起
き
た
こ
と
が
あ
る
。

大
阪
硝
子
製
造
組
合

に
於
て
硝
子
の
祭
典
を
催
す
に
際
し
東
京
よ
り
三
代
目
加
賀
久
、
皆
川
久
兵
衛
即
ち
久
蔵

が
招
待
を
受
け
、
大
阪
の

住
吉
神
社
に
於
て
加
賀
久
の
初
代
と
二
代
目
及
び
其
の
時
代
の
方
々
と
祭
神
と
し
て
ま

つ
ら
れ
、

一
大
祝
典
を
挙
げ
ら
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
帰
国
に
際
し
数
々
の
土
産
物
を
賜
り
恐
縮
い
た
し
ま
し
た
と
語
ら
れ

た
。

(以
上
は
三
代
目
久
兵
衛
と
小
林
だ
い
談
を
杉
田
が
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
。)

二
代
目
久
兵
衛
は
初
代
に
見
込
ま
れ
て
養
子
と
な
り
、
加
賀
久
の
発
展
を
楽
し
み
内
室
は
深
川
で
最
も
有
名

大
加
賀
久
の
破
産
の
原
因

な
材
木
問
屋
の
お
嬢
さ
ん
を
迎
え
業
も
益
々
盛
ん
に
繁
栄
し
て
い
る
所

へ
、
初
代
久
兵
衛
の
娘
米
子
が
武
家

の
若
年
寄
り
の
小
林
匡
家
に
嫁
い
で
い
た
故
に
、
と
て
も
気
位
も
高
く
、
そ
れ
が
出
戻
り
と
な
り
、
そ
の
為
に
家

の
内
部
で

「
毎
日
ゴ
タ
ゴ

タ
」
が
絶
え
ず
起
り
、
二
代
目
も
遂
に
我
慢
が
で
き
ぬ
状
態
と
な
り
、
奥
さ
ん
と
三
代
目
久
蔵
を
連
れ
て

一
時
奥
さ
ん
の
お
里
の
材
木
屋
さ

ん
に
引
き
上
げ
て
再
度
深
川
常
盤
町
に
開
業
し
、
名
称
も
加
賀
久
に
て
営
業
も
盛
況
と
な
り

つ
つ
あ
っ
た
。
其
の
後
本
町
の
方
は
名
称
も
加

賀
米
と
改
め
た
が
工
場
も
武
家
の
商
売
で
う
ま
く
ゆ
か
ず
、
そ
れ
に
店
員
小
林
繁
吉
の
過
失
に
て
火
災
を
起
し
遂
に
全
焼
の
う
き
め
に
会
い
、

当
時
は
保
険
も
な
く
、
そ
れ
が
も
と
で
破
産
し
た
時
は
加
賀
米
と
称
し
て
居

っ
た
。

既
に
記
し
た
如
く
明
治
時
代
東
京
の
硝
子
屋
に
は
加
賀
屋
を
名
乗
る
家
が

古

い
歴
史
と
数
多
い

一
家
の
た
め
に
混
同
さ
れ
易
い
加
賀
屋

余
り
に
も
沢
山
あ

っ
て
、
同
業
者
中
で
も
紛
ら
わ
し
い
事
が
度

々
あ

っ
た

様
に
思
わ
れ
る
。
今
色
々
資
料
を
あ

つ
め
過
去
の
知
人
で
あ
る
加
賀
屋
に
就
て
考
え
る
中
に
、
加
賀
屋
の
初
代
皆
川
久
兵
衛
の
元
の
生
家

の

姓

は
熊
崎
と
称
し
て
い
た
の
で
、
熊
崎
の
姓
が
絶
え
る
の
で
、
長
男
の
安
太
郎
を
熊
崎
安
太
郎
と
改
め
日
本
橋
通
塩
町
に
独
立
さ
せ
た
の
で
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ハ
マ
こ

あ

る
。
故
に
加
賀
屋
の
カ
タ
ロ
グ
の
印
鑑
が
三
種
と
も
熊
崎
と
言
う
印
鑑
と
見
ら
れ
る
ほ
か
、
明
治
十
三
年
に
東
京
府

へ
請
願
し
た
破
璃
製

造

人
組
合
設
立
の
時
の
代
表
に
は
、
左
の
四
名
が
連
ね
て
書
か
れ
て
居
る
の
も
よ
く
お
わ
か
り
と
思
う
。

当
御
府
下
破
璃
製
造
人
七
十
四
名
総
代

日
本
橋
区
通
塩
町
十
三
番
地

平
民

熊
崎
安
太
郎

京

橋
区
南
鞘
町

六
番
地

平
民

日
比

太
郎

日
本
橋
区
通
塩
町

八
番
地

平
民

市
川
栄
次
郎

日
本
橋
区
本
町
四
丁
目
廿

一
番
地

平
民

皆
川
久
兵
衛

斯
様
に
同
時
に
皆
川
と
熊
崎
の
名
を
連
記
し
て
い
る
が
、
カ
タ
ロ
グ
に
記
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
加
賀
屋
は
皆
川
久
兵
衛
で
、
明
治
時
代
の

加
賀
屋
は
長
男
安
太
郎
即
ち
熊
崎
安
太
郎
で
あ
る
。
二
代
目
皆
川
久
兵
衛
は
八
十
余
才
ま
で
深
川
常
盤
町
に
あ

っ
て
、
三
代
目
皆
川
久
兵
衛

即
ち
久
蔵
と
共
に
理
化
学
用
硝
子
と
瓶
類
を
業
と
さ
れ
、
三
代
目
は
昭
和
三
十
四
年
迄
健
在
で
あ

っ
た
。
尚
初
代

の
久
兵
衛
の
長
男
熊
崎
安

太
郎
は
通
称
加
賀
安
と
称
し
通
塩
町

(現
在

の
横
山
町

一
丁
目
)
に
あ

っ
て
筆
者
杉
田
は
当
時
森
川
の
倭
屋
も
同
町
内
の
右
側
に
あ

っ
て
、

小

僧
時
代
に
屡
々
御
主
人
に
御
目
に
掛

っ
た
事
は
あ
る
が
、
硝
子
業
を
営
む
に
か
か
わ
ら
ず
、
藁
屑
で
店
内
を
汚
す
こ
と
を
非
常
に
き
ら
わ

れ

た
人
で
あ

っ
た
。
店
舗
は
明
治
三
十
六
年
、
七
年

(鉄
道
馬
車
が
電
車
に
変
る
頃
)
ま
で
、
理
化
学
用
硝
子
の
販
売
を
業
と
し
た
老
舗
で

あ

っ
た
が
其
の
後
消
息
不
明
と
な
っ
た
。

と

こ
ろ
で

「
宮
内
省
御
用
達
時
代

の
加
賀
久
」

「
大
加
賀
久
の
破
産
の
原
因
」

の
項
は
別
と
し
て
杉
田
氏
の
説
は
上
記
の
如
く

「
日
本
ガ
ラ

ス
工
業
史
」
「
随
筆
が
ら
す
や
む
か
し
語
」
の
記
述
を
基
と
し
、
こ
れ
に
同
氏
が
久
蔵
か
ら
聞
か
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
聞
か
れ
た
こ
と
を
基
に
推

定
さ

れ
た
こ
と
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
し
か
も
久
蔵

の
談
と
杉
田
氏

の
推
定
と
が
区
別
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
を
論
評
す
る
こ
と
は
容
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易
で
な
い
。
例
え
ば
文
次
郎
が
当
初
熊
崎
文
次
郎

で
あ

っ
た
と
い
う
記
述
は
、
久
蔵
か
ら
聞
か
れ
た
話
な
の
か
、
初
代
皆
川
久
兵
衛
の
長
男
が

熊
崎
家
を
継
い
だ
こ
と
か
ら
久
兵
衛
の
旧
姓
が
熊
崎
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
た
の
か
明
瞭
で
な
い
。
久
蔵
が
初
代
の
孫
で
あ
る
だ
け
に
、
久
蔵

の
友
人
で
あ
っ
た
杉
田
氏
の
説
に
は
困
惑
を
感
ぜ
ざ
ろ
を
得
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
杉
田
氏
の
説
に
も
多
少
疑
問
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
箇
所
が

あ
り
、
そ
れ
を
指
摘
す
る
こ
と
で

一
先
ず
論
評
に
代
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま

ず
杉
田
氏
は

「
日
本
ガ
ラ
ス
工
業
史
」
に
準
拠
し
て
自
説
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
杉
江
重
誠
氏
の
考
え
方
、
即
ち
主
家
の
加
賀
屋
某

の
姓

は
不
明
で
、
し
か
も
主
家
の
事
績
を
無
視
す
る
考
え
方
の
影
響
を
受
け
て
お
ら
れ
る
。
も
し
杉
田
氏
が

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
に
準
拠
し

て
お
ら
れ
た
ら
、
あ
る
い
は
別
の
説
を
提
示
さ
れ
イ、
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
さ
て
、

い
ま
仮
に
杉
田
氏
の
所
論
の
如
く
大
伝
馬
町
に
独
立
し
た

初
代

皆
川
久
兵
衛

(文
次
郎
)
の
旧
姓
が
熊
崎
で
あ

っ
た
と
し
て
、
実
子
安
太
郎
に
熊
崎
姓
を
継
が
せ
、
通
塩
町

の
店
に
独
立
さ
せ
た
と
す
る

と
、
そ
れ
以
前
に
引
札
を
製
作
し
て
い
た
通
塩
町
の
加
賀
屋
久
兵
衛
は
何
者

で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
の
名

の
下
に
同
時
に
刷
ら
れ
て
い
る
印
、

一劇
圃

一を
ど
う
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
次
郎
は
主
家
か
ら
家
名
を
分
与
さ
れ
て
独
立
す
る
際
に
、
何
故
旧
姓
熊
崎
を
捨
て
、
皆

川
久
兵
衛
と
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
次
郎

の
独
立
は
天
保
十
年

(杉
田
氏
は
五
年
と
記
し
て
お
ら
れ
る
が
誤
記

で
あ
ろ
う
)
で
あ
る
の
に
、

圖

熊
崎
安
太
郎
に
関
す
る
資
料
で
は

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
に
記
さ
れ
た
主
家
の
ギ
ヤ
マ
ン
製
造
開
始

の
時
期

「
文
政

の
頃
」
に

一
致
す
る
文
政

十

一
年
に
な
っ
て
い
る
点
を
ど
う
説
明
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
文
次
郎

の
姓
は
皆
川
で
、
主
家
熊
崎
久
兵
衛
の
屋
号
、
名
を
分

与
さ
れ

(
こ
の
際
姻
戚
関
係
が
生
じ
た
か
も
知
れ
ぬ
)、

主
家
に
後
継
が
な
く
な
っ
た
た
め
、

恩
義
あ
る
主
家
を
実
子
に
継
が
せ
た
と
推
測
す

る
方

が
ま
だ
し
も
穏
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
追
考
を
要
す
る
。
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註
ω

杉

田
藤
太
郎

「
硝
子
と
共
に

七
十
年

の
歩

み
」
(杉

田
忠
清
、
昭
和
四
十

七
年
)
、
九
七
頁
。
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